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はじめに

このドキュメントでは、Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11ソフトウェアの製品機能、要
件、および制限について説明します。また、公開されているバグやその他の既知の
問題についても説明します。

注 –このマニュアルでは、「x86」という用語は、Intel 32ビット系列のマイクロプロ
セッサチップ、およびAMDが提供する互換マイクロプロセッサチップを意味しま
す。

このマニュアルは、Oracleのソフトウェアとハードウェアについて幅広い知識を
持っている上級システム管理者を対象としています。販売活動のガイドとしては使
用しないでください。

このマニュアルで説明されている作業手順を行うには、Solarisオペレーティングシ
ステムに関する知識と、Oracle Solaris Clusterソフトウェアと共に使用するボ
リューム管理ソフトウェアに関する知識が必要です。

注 – Oracle Solaris Clusterソフトウェアは SPARCと x86の 2つのプラットフォームで動
作します。このマニュアルで説明する情報は、章、節、注、箇条書
き、図、表、例、またはコード例において特に明記しない限り、両方のプラット
フォームに該当します。

UNIXコマンド
このマニュアルには、Oracle Solaris Cluster構成の管理に固有なコマンドに関する情
報が記載されています。このマニュアルでは、基本的なUNIXコマンドや手順に関
するすべての情報は説明されていない場合があります。

これらの情報については、次を参照してください。

■ Solarisソフトウェアのオンラインマニュアル
■ システムに付属するその他のソフトウェアマニュアル
■ Solarisオペレーティングシステムのマニュアルページ
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表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用し
ます。

表P–1 表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイルを
表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm filename
と入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガイ
ド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメ
ニュー名、強調する単語を示しま
す。

第 5章「衝突の回避」を参照してくだ
さい。

この操作ができるの
は、「スーパーユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

Oracle Solaris OSに含まれるシェルで使用する、UNIXのデフォルトのシステムプロン
プトとスーパーユーザープロンプトを次に示します。コマンド例に示されるデ
フォルトのシステムプロンプトは、Oracle Solarisのリリースによって異なります。

■ Cシェル

machine_name% command y|n [filename]
■ Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]
■ Bashシェル、Kornシェル、および Bourneシェル

$ command y|n [filename]
■ Bashシェル、Kornシェル、および Bourneシェルのスーパーユーザー

はじめに
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# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

関連マニュアル
関連のあるOracle Solaris Clusterのトピックについては、次の表に示したマニュアル
を参照してください。Oracle Solaris Clusterのドキュメントは、すべて http://
www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/から入手できます。

項目 ドキュメント

概念 『Oracle Solaris Cluster Concepts Guide』

ハードウェアの設計と管理 『Oracle Solaris Cluster 3.3 Hardware Administration Manual』およ
び個々のハードウェア管理ガイド

ソフトウェアのインストール 『Oracle Solaris Clusterソフトウェアのインストール』

データサービスのインストール
と管理

『Oracle Solaris Cluster Data Services Planning and Administration
Guide』および個々のデータサービスガイド

データサービスの開発 『Oracle Solaris Cluster Data Services Developer’s Guide』

システム管理 『Oracle Solaris Clusterシステム管理』

『Oracle Solaris Cluster Quick Reference』 (http://
docs.oracle.com/cd/E19680-01/pdf/821-1573.pdf)

ソフトウェアアップグレード 『Oracle Solaris Cluster Upgrade Guide』

エラーメッセージ 『Oracle Solaris Cluster Error Messages Guide』

コマンドと関数のリファレンス 『Oracle Solaris Cluster Reference Manual』

『Oracle Solaris Cluster Data Services Reference Manual』

Oracle Solaris Clusterのドキュメントの完全なリストについては、ご使用の
バージョンのOracle Solaris Clusterソフトウェアのリリースノートを参照してくださ
い。

はじめに
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ドキュメントとサポート
その他のリソースについては、次のWebサイトを参照してください。

■ ドキュメント (http://www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/
index.html)

■ サポート (http://www.oracle.com/us/support/systems/index.html)

Oracleソフトウェアのリソース
Oracle Technology Network (http://www.oracle.com/technetwork/index.html)で
は、Oracleソフトウェアに関する広範なリソースを提供しています。

■ ディスカッションフォーラム (http://forums.oracle.com)では、技術的な問題と
解決方法についての情報交換を行えます。

■ Oracle By Example (http://www.oracle.com/technetwork/tutorials/index.html)で
は、手順を追った実践的なチュートリアルを利用できます。

問い合わせについて
Oracle Solaris Clusterのインストールまたは使用で問題が発生した場合は、ご購入先
にお問い合わせください。ご購入先には次の情報をお知らせください。

■ 名前と電子メールアドレス
■ 会社名、住所、および電話番号
■ システムのモデルとシリアル番号
■ オペレーティング環境のリリース番号 (例: Solaris 9)
■ Oracle Solaris Clusterのバージョン番号 (例: Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11)

ご購入先に知らせるシステムの情報を収集するには、次のコマンドを使用してくだ
さい。

コマンド 機能

prtconf -v システムメモリのサイズと周辺デバイス情報を表示しま
す

psrinfo -v プロセッサの情報を表示する

showrev -p インストールされているパッチを報告する

SPARC:prtdiag -v システム診断情報を表示する

/usr/cluster/bin/scinstall -pv Oracle Solaris Clusterのリリースとパッケージバージョン情
報を表示する

はじめに
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上記の情報にあわせて、/var/adm/messagesファイルの内容もご購入先にお知らせく
ださい。

はじめに
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Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11リリース
ノート

このドキュメントでは、Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11ソフトウェアに関する次の情報
について説明しています。

■ 13ページの「Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11ソフトウェアの最新情報」
■ 16ページの「制限」
■ 17ページの「このリリースで変更されたコマンド」
■ 17ページの「製品名の変更」
■ 17ページの「互換性に関する情報」
■ 23ページの「アクセシビリティーに関する情報」
■ 23ページの「サポート対象製品」
■ 26ページの「製品のロケール設定」
■ 27ページの「既知の問題点とバグ」
■ 36ページの「パッチと必須ファームウェアのレベル」
■ 40ページの「Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11のドキュメントセット」
■ 43ページの「ドキュメントに関する情報」

Oracle Solaris Cluster Geographic Editionについては、『Oracle Solaris Cluster Geographic
Edition 3.3 5/11 Release Notes』を参照してください。

Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11ソフトウェアの最新情報
この節では、Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11ソフトウェアで新しく追加された機能
と、サポートされている製品について説明します。

■ 14ページの「クラスタ検証ツールとしての cluster checkコマンドの機能拡張」
■ 14ページの「NASデバイスとしての Sun ZFS Storage Applianceに対するフェンシ
ングのサポート」

■ 14ページの「クラスタファイルシステムとしてのOracle ACFSのサポート」
■ 15ページの「ZFSを使用したHAStoragePlusによるゾーンクラスタのループ
バックマウントのサポート」
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■ 15ページの「Oracle 11gリリース 2のHA-OracleおよびOracle RACに対する構成
ウィザードのサポート」

■ 15ページの「IPアドレスがないゾーンクラスタのサポート」
■ 15ページの「SWIFTAlliance Access 7.0および SWIFTAlliance Gateway 7.0のサ
ポート」

クラスタ検証ツールとしての cluster checkコマ
ンドの機能拡張
cluster checkコマンドが拡張され、クラスタ構成に対するより広範な検証確認が可
能になりました。追加された対話機能により、正しいノードフェイルオーバーの検
証などの機能テストを実行する確認を作成することができます。

新しい cluster check機能の使用については、『Oracle Solaris Clusterソフトウェアの
インストール』の「クラスタの妥当性を検査する」を参照してください。

NASデバイスとしての Sun ZFS Storage Applianceに
対するフェンシングのサポート
Oracleの Sun ZFS Storage ApplianceをNASデバイスとして使用する場合に、フェンシ
ングがサポートされるようになりました。

詳細は、『Oracle Solaris Cluster 3.3 With Network-Attached Storage Device Manual』の第
3章「Installing and Maintaining Oracle’s Sun ZFS Storage Appliances as NAS Devices in an
Oracle Solaris Cluster Environment」を参照してください。

クラスタファイルシステムとしてのOracle ACFSの
サポート
特定のOracle Solaris Cluster構成で、クラスタファイルシステムとしてOracle
Automatic Storage Management Cluster File System (Oracle ACFS)がサポートされるよう
になりました。この機能の公開時点における制限については、16ページの「クラス
タファイルシステムとしてのOracle ACFS」を参照してください。

Oracle Solaris Cluster構成でOracle ACFSファイルシステムを構成する手順について
は、『Oracle Solaris Clusterソフトウェアのインストール』の「Oracle ACFSファイル
システムの作成」を参照してください。

Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11ソフトウェアの最新情報
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ZFSを使用したHAStoragePlusによるゾーンクラス
タのループバックマウントのサポート
ZFSを使用したHAStoragePlusによるゾーンクラスタのループバックマウントがサ
ポートされるようになり、データの読み書きを複数のゾーンクラスタで共有できる
ようになりました。

詳細は、『Oracle Solaris Cluster Data Services Planning and Administration
Guide』の「Sharing a Failover File System Across Zone Clusters」を参照してください。

Oracle 11gリリース2のHA-OracleおよびOracle
RACに対する構成ウィザードのサポート
Oracle Solaris Cluster ManagerのGUIおよび clsetupユーティリティーに、Oracle 11g
リリース 2のHA for OracleおよびOracle RACデータサービスを構成するための構成
ウィザードが追加されました。

詳細は、『Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracleガイド』と『Oracle Solaris
Cluster Data Service for Oracle Real Application Clustersガイド』を参照してください。

IPアドレスがないゾーンクラスタのサポート
必要に応じて、パブリックネットワークの IPアドレスなしでゾーンクラスタを構成
できるようになりました。詳細は、『Oracle Solaris Clusterソフトウェアのインス
トール』の「ゾーンクラスタを作成する」を参照してください。

SWIFTAlliance Access 7.0および SWIFTAlliance
Gateway 7.0のサポート
Oracle Solaris Cluster HA for SWIFTAlliance AccessおよびHA for SWIFTAlliance Gateway
データサービスを SWIFTAllianceバージョン 7.0で使用できるようになりました。こ
のアプリケーションのこのバージョンの制限や手順については、次のマニュアルを
参照してください。

■ 『Oracle Solaris Cluster Data Service for SWIFTAlliance Access Guide』
■ 『Oracle Solaris Cluster Data Service for SWIFTAlliance Gateway Guide』

Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11ソフトウェアの最新情報
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制限
ここでは、公開時点で確認されている制限について説明します。

■ 16ページの「クラスタファイルシステムとしてのOracle ACFS」
■ 16ページの「Veritas Volume Managerのクラスタ機能のサポートの廃止」

クラスタファイルシステムとしてのOracle ACFS
Oracle ACFSをOracle Solaris Cluster構成でクラスタファイルシステムとして使用する
場合、次のような制限があります。

■ Oracle ACFSファイルシステムは、Oracle Solaris Cluster HA for Apache、Oracle
Solaris Cluster HA for NFS、Oracle Solaris Cluster HA for Oracle、およびOracle Real
Application Clusters (Oracle RAC)のデータベースのホームでしか使用できませ
ん。Oracle ACFSの問題 11814449が未解決のため、Oracle ACFSファイルシステム
をそれ以外のフェイルオーバーまたはスケーラブルなアプリケーションで使用す
ることは制限されています。詳細は、19ページの「Oracle ACFSによるクラスタ
化された fcntlに対するサポートが必要 (11814449)」を参照してください。

■ データベースのホームがOracle ACFSファイルシステムにある場合、ゾーンクラ
スタでOracle RACを実行することはできません。

■ 非大域ゾーンから実行されるアプリケーションにOracle ACFSファイルシステムを
使用することはできません。

■ clsetupユーティリティーや構成ウィザードを使用してOracle ACFSファイルシス
テムを構成することはできません。Oracle ACFSファイルシステムは、Oracle
Solaris Clusterの保守コマンドを使用して手動で構成する必要があります。

Veritas Volume Managerのクラスタ機能のサポート
の廃止
Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11以降、Veritas Volume Manager (VxVM)のクラスタ機能の
サポートは廃止されました。このリリースに含まれているVxVMのクラスタ機能に
関するドキュメントは無視してください。

制限
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このリリースで変更されたコマンド
このリリースでは、ユーザースクリプトの失敗を引き起こす可能性があるOracle
Solaris Clusterコマンドインタフェースへの変更はありません。

製品名の変更
この節では、Oracle Solaris Clusterソフトウェアでサポートされるアプリケーション
の製品名変更についての情報を示します。使用しているOracle Solaris Clusterソフト
ウェアのリリースによっては、付属のOracle Solaris Clusterドキュメントにこれらの
製品名変更が反映されていない場合があります。

現在の製品名 以前の製品名

Oracle Solaris Cluster Sun Cluster (または Solaris Clusterおよび Java
Availability Suite)

Oracle Solaris Cluster Geographic Edition Sun Cluster Geographic Edition

Oracle Solaris Cluster data services Sun Cluster data services

Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle Grid
Engine

Sun Cluster Data Service for Sun Grid Engine

Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle VM
Server for SPARC

Sun Cluster Data Service for LDoms Guest Domain

Oracle Solaris Cluster Manager Sun Cluster Manager

Sunソフトウェア製品の新しいOracle名と各製品ページへのリンクが記載された総合
リストについては、http://www.oracle.com/us/sun/sun-products-map-075562.htmlを
参照してください。

互換性に関する情報
この節では、Oracle Solaris Clusterと他の製品との互換性に関する次の情報について
説明します。

■ 18ページの「rename(2)を呼び出してOracle ACFSディレクトリの名前を親ディレ
クトリと同じ名前に変更するとノードパニックが発生する (11828617)」

■ 18ページの「パニック (uadmin 5 1)障害の注入後にノードでOracle Clusterwareを
起動できない (11828322)」

■ 19ページの「Oracle ACFSによるクラスタ化された fcntlに対するサポートが必要
(11814449)」

互換性に関する情報
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■ 19ページの「非大域ゾーンにOracle ASMが存在する場合にOracle ACFSを起動で
きない (11707611)」

■ 20ページの「startsrvが実行されていないと SAP startsapでアプリケーションイン
スタンスを起動できない (7028069)」

■ 21ページの「ファイバチャネルまたは iSCSIを介して Sun ZFS Storage Applianceを
定足数デバイスとして使用する場合の問題点 (6966970)」

■ 22ページの「SolarisボリュームマネージャーのGUI」

次の情報も参照してください。

■ Oracle Solaris Clusterフレームワークの互換性に関する追加情報は、『Oracle Solaris
Clusterソフトウェアのインストール』の第 1章「Oracle Solaris Cluster構成を計画
する」に示されています。

■ Oracle Solaris Clusterアップグレードの互換性に関する追加情報は、『Oracle Solaris
Cluster Upgrade Guide』の「Upgrade Requirements and Software Support
Guidelines」に示されています。

■ 既知の問題点や制限については、27ページの「既知の問題点とバグ」を参照し
てください。

rename(2)を呼び出してOracle ACFSディレクトリ
の名前を親ディレクトリと同じ名前に変更すると
ノードパニックが発生する (11828617)
問題の概要:この問題は、rename(2)を呼び出してOracle ACFSファイルシステム内の
サブディレクトリの名前を変更するときに、親ディレクトリ (Oracle ACFSファイル
システムのマウントポイントのサブディレクトリ)と同じ名前に変更しようとすると
発生します。たとえば、Oracle ACFSファイルシステムが /xxxでマウントされてい
て、ディレクトリが /xxx/dir1、子ディレクトリが /xxx/dir1/dir2であるとしま
す。この場合、引数に /xxx/dir1/dir2と /xxx/dir1を指定して rename(2)を呼び出す
と、エラーが発生します。

回避方法:回避方法はありません。Oracle ACFSディレクトリの名前は、親ディレクト
リと同じ名前にしないでください。

パニック (uadmin 5 1)障害の注入後にノードで
Oracle Clusterwareを起動できない (11828322)
問題の概要:この問題は、2ノードのOracle Solaris Cluster構成において、Oracle ACFS
の DB_HOMEを指定して、クラスタ化されたOracle ASMでシングルインスタンスの
Oracle Databaseを実行している場合に発生します。いずれかのノードでパニック障害
が発生した後、ノードは起動しますが、CRSを起動できません。

互換性に関する情報
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# crsctl check crs

CRS-4638: Oracle High Availability Services is online

CRS-4535: Cannot communicate with Cluster Ready Services

CRS-4529: Cluster Synchronization Services is online

CRS-4533: Event Manager is online

# crsctl start crs

CRS-4640: Oracle High Availability Services is already active

CRS-4000: Command Start failed, or completed with errors.

回避方法:もう一度ノードを再起動します。

Oracle ACFSによるクラスタ化された fcntlに対す
るサポートが必要 (11814449)
問題の概要: Oracle 11gリリース 2のGrid Infrastructureでは、Oracle ACFSはノードの
ローカルの fcntlのみを提供します。Oracle Solaris Cluster構成では、スケーラブルな
アプリケーションとして構成されたアプリケーションは、クラスタの複数のノード
からアクティブにすることができます。そのため、スケーラブルなアプリ
ケーションは、ベースとなるファイルシステムに対し、同時に複数のノードから書
き込み要求を発行することがあります。アプリケーションの実装方法によって
は、クラスタ化された fcntl()に依存するアプリケーションをスケーラブルなリ
ソースとして構成することができない場合があります。Oracle Solaris Cluster構成の
Oracle ACFSでスケーラブルなアプリケーションをサポートするには、Oracle ACFS
が、クラスタ化された fcntlをサポートしている必要があります。

回避方法:現在のところ、この問題の回避方法はありません。Oracle Solaris Cluster構
成のOracle ACFSでは、スケーラブルなアプリケーションを構成しないでください。

非大域ゾーンにOracle ASMが存在する場合に
Oracle ACFSを起動できない (11707611)
問題の概要:この問題は、Oracle 11gリリース 2のGrid Infrastructureを大域ゾーンで実
行し、Oracle 10gリリース 2のASMを非大域ゾーンで実行する構成で発生します。汎
用的なOracle ACFSファイルシステムが、mountpathが非大域ゾーンのルートパスの
下のパスに設定された大域ゾーンに作成されているとします。大域ゾーンのOracle
ASM adminユーザーと非大域ゾーンのOracle ASMユーザーが同じでなく、非大域
ゾーンのOracle ASM adminユーザーのユーザー IDは大域ゾーンに存在しません。

グローバルクラスタノードを再起動した後、Oracle ACFSファイルシステムを起動し
ようとすると、次のようなメッセージが表示されて失敗します。

phys-schost# /u01/app/11.2.0/grid/bin/srvctl start filesystem -d /dev/asm/dummy-27 -n phys-schost

PRCR-1013 : Failed to start resource ora.dbhome.dummy.acfs

PRCR-1064 : Failed to start resource ora.dbhome.dummy.acfs on node phys-schost

互換性に関する情報
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CRS-5016: Process "/u01/app/11.2.0/grid/bin/acfssinglefsmount" spawned by agent

"/u01/app/11.2.0/grid/bin/orarootagent.bin" for action "start"
failed: details at "(:CLSN00010:)" in "/u01/app/11.2.0/grid/log/phys-schost/agent/
crsd/orarootagent_root/orarootagent_ro ot.log"
CRS-2674: Start of ’ora.dbhome.dummy.acfs’ on ’phys-schost’ failed

orarootagent_root.logファイルには、次のようなメッセージが出力されます。

2011-02-01 16:15:53.417: [ora.dbhome.dummy.acfs][8] {2:53487:190} [start] (:CLSN00010:)su: Unknown id: 303

不明と見なされたユーザー ID 303は、非大域ゾーンのOracle ASM adminユーザーの
IDです。

回避方法:大域ゾーンと非大域ゾーンの両方のOracle ASM adminユーザーに同じ
ユーザー IDを使用します。

Oracle Solaris Clusterプロジェクトの共有ワークフ
ローで r/wプロジェクトの下にあるすべての共有
を返す必要がある (7041969)
問題の概要: Sun ZFS Applianceファイルシステムの ScalMountPointリソースを設定す
る際、親プロジェクトからNFSのプロパティを継承するようにファイルシステムが
設定されていないと設定が失敗します。

ScalMountPointリソースを設定するときは、ファイルシステムに対して「プロ
ジェクトから継承する」が選択されていることを確認してください。この設定を確
認するには、ZFS ApplianceのGUIでファイルシステムを編集し、「プロトコル」タ
ブを参照します。

ScalMountPointリソースの設定が完了したあとは、必要に応じて、「プロジェクト
から継承する」を選択解除してフェンシングをオフにしてもかまいません。

startsrvが実行されていないと SAP startsapでアプ
リケーションインスタンスを起動できない
(7028069)
問題の概要: SAP 7.11では、startsrvプログラムが実行されていないと、startsapプ
ログラムでアプリケーションインスタンスを起動することはできません。

回避方法:ラッパースクリプトで次のエントリを使用して、インスタンス番号や SID
などをシステム情報に合わせてアプリケーションインスタンスを起動します。

互換性に関する情報
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ps -e -o args|grep sapstartsrv|grep DVEB

if (( ${?} != 0 ))

then

/usr/sap/FIT/DVEBMGS03/exe/sapstartsrv pf=/usr/sap/FIT/SYS/profile/FIT_DVEBMGS03_lzkosi2c -D

fi

ファイバチャネルまたは iSCSIを介して Sun ZFS
Storage Applianceを定足数デバイスとして使用す
る場合の問題点 (6966970)
問題の概要:ファイバチャネルまたは iSCSIを介してOracleの Sun ZFS Storage
Appliance (旧 Sun Storage 7000 Unified Storage Systems)を定足数デバイスとしてフェン
シングを有効にして使用する場合、Oracle Solaris Clusterでは、SCSI定足数デバイス
として使用されます。このような構成では、Oracle Solaris Clusterソフトウェアで要
求される特定の SCSIのアクションが、正しい方法で処理されないことがありま
す。また、クラスタ再構成の定足数操作に対するデフォルトのタイムアウト (25秒)
が、このような定足数構成には適さない場合があります。

このような Sun ZFS Storage Appliance定足数デバイスに到達できないことを示す
メッセージがクラスタノードで表示された場合や、クラスタノードで障害が発生し
て「CMM: Unable to acquire the quorum device」というメッセージが表示された場合
は、定足数デバイスまたはそのパスに問題があることが考えられます。

回避方法:定足数デバイスおよび定足数デバイスへのパスが機能していることを確認
してください。問題が解決しない場合は、Sun ZFS Storage Applianceファームウェア
のリリース 2010Q3.3を適用して問題を修正してください。

何らかの理由でこのファームウェアをインストールできない場合や、問題を一時的
に軽減する必要がある場合は、代わりに次のいずれかの方法を使用してください。

■ 別の定足数デバイスを使用してください。

■ 構成から定足数デバイスを削除し、デバイスに対するフェンシングを無効にし
て、定足数デバイスとしてもう一度構成してください。デバイスでソフトウェア
定足数が使用されるようになります。

注 –ソフトウェア定足数デバイスでは、SCSIフェンシングと同等の保護が提供さ
れるとは限りません。データディスクは、ソフトウェア定足数デバイスとして構
成しないようにしてください。

■ 次の手順に従って、定足数タイムアウトの値を大きくしてください。

互換性に関する情報
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注 – Oracle Real Application Clusters (Oracle RAC)では、デフォルトの定足数タイム
アウトである 25秒を変更しないでください。一部のスプリットブレーンシナリオ
では、タイムアウト時間を長くすると、VIPリソースのタイムアウトが原因で
Oracle RAC VIPフェイルオーバーが失敗する可能性があります。使用している定
足数デバイスがデフォルトの 25秒のタイムアウトに適合しない場合は、別の定足
数デバイスを使用します。

1. スーパーユーザーになります。

2. 各クラスタノードで、/etc/systemファイルを編集して、タイムアウトを高い
値に設定します。

次の例では、タイムアウトを 700秒に設定します。

phys-schost# vi /etc/system

...

set cl_haci:qd_acquisition_timer=700

3. ノードのどれか 1つでクラスタを停止します。

phys-schost-1# cluster shutdown -g0 -y

4. 各ノードを起動してクラスタに戻します。

/etc/systemファイルに対する変更は、再起動後に初期化されます。

ZFSルートでの Live Upgradeの実行後、クラスタ
ゾーンが起動しなくなる (6955669)
ルートファイルシステムに ZFSを使用していてゾーンクラスタが構成されているグ
ローバルクラスタで、Live Upgradeを使用して Solaris 10 8/10にアップグレードする
と、アップグレードされた起動環境が起動しません。

Oracleのサポート担当者に連絡して、パッチや回避方法がないかどうかを確認しま
す。

SolarisボリュームマネージャーのGUI
Solaris管理コンソール (Solarisボリュームマネージャー)の拡張ストレージモジュール
は、Oracle Solaris Clusterソフトウェアと互換性がありません。コマンド行インタ
フェースまたはOracle Solaris Clusterユーティリティーを使用して、Solarisボ
リュームマネージャーソフトウェアを構成します。

互換性に関する情報
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アクセシビリティーに関する情報
Oracleでは、障害のあるユーザーが簡単な操作でOracleの製品、サービス、および
サポートドキュメントを利用できるようにすることを目標としています。

Oracleのドキュメントには、ユーザーが支援技術を使用して情報を利用できるよう
にする機能が組み込まれています。製品のドキュメントはHTML形式で利用するこ
とができ、障害のあるユーザーが簡単にアクセスできるようにマークアップされて
います。詳細は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト (http://www.oracle.com/
us/corporate/accessibility/)を参照してください。

サポート対象製品
この節では、Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11ソフトウェアでサポートされるソフト
ウェアとメモリーの要件について説明します。

■ 23ページの「データサービス」
■ 23ページの「ファイルシステム」
■ 24ページの「メモリーの要件」
■ 24ページの「Oracle Solarisオペレーティングシステム」
■ 25ページの「Oracle VM Server for SPARC」
■ 25ページの「Sun Management Center」
■ 25ページの「Sun StorageTek Availability Suite」
■ 25ページの「ボリュームマネージャー」

データサービス
サポート対象のデータサービス (エージェント)とアプリケーションのバージョンの
完全なリストについては、ご購入先にお問い合わせください。

ファイルシステム
この節では、次のプラットフォームのOracle Solaris Cluster 3.3 5/11でサポートされる
ファイルシステムについて説明します。

■ 23ページの「Oracle Solaris 10 SPARC版」
■ 24ページの「Oracle Solaris 10 x86版」

Oracle Solaris 10 SPARC版
次の表に、Oracle Solaris 10の SPARCプラットフォーム版でサポートされるファイル
システムを示します。

サポート対象製品
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ファイルシステム 追加情報

Oracle Solaris UFS

Oracle Solaris ZFS /globaldevicesファイルシステムではサポート
されません

Veritas Storage Foundation 5.1の一部として提供さ
れるVeritas File Systemコンポーネント。Version
5.1では SP1以上が必要です。

Oracle Solaris 10 x86版
次の表に、Oracle Solaris 86の x86プラットフォーム版でサポートされるファイルシス
テムを示します。

ファイルシステム 追加情報

Oracle Solaris UFS

Oracle Solaris ZFS /globaldevicesファイルシステムではサポート
されません

Veritas Storage Foundation 5.1の一部として提供さ
れるVeritas File Systemコンポーネント。Version
5.1では SP1以上が必要です。

メモリーの要件
Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11ソフトウェアでは、クラスタノードごとに次のメモ
リーの要件が必要です。

■ 1 GB以上の物理RAM (標準 2 GB)
■ 6 GB以上のハードディスクドライブ空き容量

物理メモリーとハードディスクドライブの実際の必要条件は、インストールされて
いるアプリケーションによって決まります。追加のメモリーおよびハードディスク
ドライブの必要条件を計算するには、アプリケーションのドキュメントを参照する
か、アプリケーションベンダーにお問い合わせください。

Oracle Solarisオペレーティングシステム
Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11ソフトウェアおよび定足数サーバーソフトウェアで
は、次のいずれかのバージョンのOracle Solaris OSが必要です。

■ Oracle Solaris 10 - Solaris 10 10/09、Oracle Solaris 10 9/10

サポート対象製品
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注 – Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11ソフトウェアでは、実行中の同じクラスタでOracle
Solarisソフトウェアの複数バージョンはサポートされません。

Oracle VM Server for SPARC
Oracle Solaris Clusterのこのリリースでは、Oracle VM Server for SPARC 2.0および Sun
Logical Domains (LDoms) 1.3ソフトウェアがサポートされます。

Sun Management Center
Oracle Solaris Clusterのこのリリースでは、Sun Management Centerソフトウェアの
バージョン 3.6.1と 4.0がサポートされます。

Sun StorageTek Availability Suite
Oracle Solaris Clusterのこのリリースでは、Sun StorageTek Availability Suite 4.0がサ
ポートされます。サポートには、パッチ 123246-07 (SPARC用)または 123247-07 (x86
用)以上が必要です。

ボリュームマネージャー
この節では、次のプラットフォームのOracle Solaris Cluster 3.3 5/11でサポートされる
ボリュームマネージャーについて説明します。

■ 25ページの「Oracle Solaris 10 SPARC版」
■ 26ページの「Oracle Solaris 10 x86版」

Oracle Solaris 10 SPARC版
次の表に、Oracle Solaris 10の SPARCプラットフォーム版でサポートされるファイル
システムを示します。

ボリューム管理ソフトウェア クラスタ機能

Solarisボリュームマネージャー Solaris Volume Manager for Sun Cluster

Veritas Storage Foundation 5.1の一部として提供さ
れるVeritas Volume Manager (VxVM)コンポーネ
ント。Version 5.1では SP1以上が必要です。

該当なし - Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11ソフト
ウェアは、VxVMクラスタ機能をサポートして
いません。

サポート対象製品
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Oracle Solaris 10 x86版
次の表に、Oracle Solaris 86の x86プラットフォーム版でサポートされるファイルシス
テムを示します。

ボリューム管理ソフトウェア クラスタ機能

Solarisボリュームマネージャー Solaris Volume Manager for Sun Cluster

Veritas Storage Foundation 5.1の一部として提供さ
れるVeritas Volume Managerコンポーネン
ト。Version 5.1では SP1以上が必要です。

該当なし - Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11ソフト
ウェアは、VxVMクラスタ機能をサポートして
いません。

製品のロケール設定
次の表に、Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11ソフトウェアの特定のコンポーネントのロ
ケール設定を示します。

コンポーネント ロケールの設定

ソフトウェアのコマンド行 日本語、簡体字中国語

ソフトウェアのGUI フランス語、日本語、簡体字中国語、スペイン語

オンラインヘルプ フランス語、日本語、簡体字中国語、スペイン語

マニュアルページ 日本語

次の表に、一般的に使用されるシェルのコマンド行メッセージを英語に設定するコ
マンドを示します。

シェル コマンド

sh $ LC_MESSAGES=C; export LC_MESSAGES

ksh $ export LC_MESSAGES=C

bash $ export LC_MESSAGES=C

csh % setenv LC_MESSAGES C

tcsh % setenv LC_MESSAGES C

製品のロケール設定
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既知の問題点とバグ
次に示す既知の問題とバグは、Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11リリースの実行に影響を
与えます。バグおよび問題は次のカテゴリに分類しています。

■ 27ページの「管理」
■ 31ページの「データサービス」
■ 33ページの「開発者環境」
■ 34ページの「インストール」
■ 35ページの「ロケールの設定」
■ 35ページの「実行時」
■ 36ページの「アップグレード」

管理

Failover_modeが SOFTに設定されている場合、公開インタ
フェースで障害が発生したときにリソースグループがフェイル
オーバーされない (7038727)
問題の概要: HA for Oracleなどのフェイルオーバーデータサービスの構成で、NASス
トレージのアクセス障害を検証および検出するために ScalMountpointリソースを構
成している場合、ケーブルの切断などによってネットワークインタフェースが失わ
れると、モニターの検証がハングします。Failover_modeプロパティーが SOFTに設
定されている場合、ステータスが stop-failedになり、リソースがフェイルオーバーさ
れません。関連するエラーメッセージは次のとおりです。

SC[SUNW.ScalMountPoint:3,scalmnt-rg,scal-oradata-11g-rs,

/usr/cluster/lib/rgm/rt/scal_mountpoint/scal_mountpoint_probe]:

Probing thread for mountpoint /oradata/11g is hanging for

timeout period 300 seconds

回避方法:リソースの Failover_modeプロパティーをHARDに変更します。

# clresource set -p Failover_mode=HARD ora-server-rs
# clresource show -v ora-server-rs | grep Failover_mode

Failover_mode: HARD

ゾーンクラスタでリソースタイプ SUNW.scalable_acfs_proxyを登
録できない (7023590)
問題の概要:現在の実装では、RTRファイルは /usr/cluster/lib/rgm/rtregに実在す
る必要があります。シンボリックファイルとして設定することはできません。

回避方法:グローバルクラスタのいずれかのノードで、次のコマンドを
スーパーユーザーとして実行します。

既知の問題点とバグ
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# cp /opt/SUNWscor/oracle_asm/etc/SUNW.scalable_acfs_proxy /usr/cluster/lib/rgm/rtreg/

# clrt register -Z zoneclustername SUNW.scalable_acfs_proxy

# rm /usr/cluster/lib/rgm/rtreg/SUNW.scalable_acfs_proxy

再起動時にOracleの SPARC T3-4が失敗する (6993321)
問題の概要:再起動時に、4つのプロセッサで構成されるOracleの SPARC T3-4
サーバーからOracle Solaris Clusterフレームワークへの接続が失敗します。次のよう
なエラーメッセージが表示されます。

Sep 20 15:18:53 svc.startd [8]: svc:/system/pools:default: Method or service exit timed out.

Killing contract 29.

Sep 20 15:18:53 svc.startd [8]: svc:/system/pools:default: Method "/lib/svc/method/
svc-pools start" failed due to signal KILL.

...

Sep 20 15:20:55 solta svc.startd [8]: system/pools:default failed: transitioned to

maintenance (see ’svcs -xv’ for details)

...

Sep 20 15:22:12 solta INITGCHB: Given up waiting for rgmd.

...

Sep 20 15:23:12 solta Cluster.GCHB_resd: GCHB system error: scha_cluster_open

failed with 18 Sep 20 15:23:12 solta : No such process

回避方法: svccfgコマンドを使用して、サービスのタイムアウトを 300秒に増やしま
す。非クラスタモードで起動し、次のコマンドを実行します。

# svccfg -s svc:/system/pools setprop start/timeout_seconds = 300

# svcadm refresh svc:/system/pools

これらのコマンドを実行したら、クラスタモードで起動します。

ゾーンクラスタをホストする最後のノードを削除してもクラスタ
構成からゾーンクラスタが削除されない (6969605)
問題の概要:グローバルクラスタ内のゾーンクラスタをホストする最後のグローバル
クラスタノードを削除したときに、クラスタ構成からゾーンクラスタが削除されま
せん。

回避方法: clnode remove -Fコマンドを実行してグローバルクラスタノードを削除す
る前に、clzoneclusterコマンドを使用してゾーンクラスタを削除します。

/dev/rmtが指定されていないことが原因で、ポリシーが
pathcountのときに誤った予約情報が使用される (6920996)
問題の概要:新しいストレージデバイスをクラスタに追加し、3つ以上のDIDパスで
構成した場合、cldevice populateコマンドを実行するノードがその PGRキーをデバ
イスに登録できないことがあります。

回避方法:すべてのクラスタノードで cldevice populateコマンドを実行するか、同
じノードから cldevice populateコマンドを 2回実行します。

既知の問題点とバグ
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値をprefer3に変更したときにglobal_fencingプロパティーコード
が壊れる (6879360)
問題の概要: Oracle Solaris Clusterは、ユーザーがフェンシングプロパティーを prefer3
に設定できるようにする前に、ストレージデバイスが SCSI-3 PGRを完全にサポート
することを確認します。この確認は、失敗するはずのときに成功することがありま
す。

回避方法:フェンシング設定を prefer3に変更する前に、ストレージデバイスが
Oracle Solaris Clusterによって SCSI-3 PGRで使用するように認証されていることを確
認します。

ハイブリッド I/Oを持つ LDomsで自動検出が機能しない (6870171)
問題の概要:ハイブリッド I/Oを持つ LDomsでのクラスタの構成中に、自動検出でク
ラスタインターコネクトのパスが報告されません。

回避方法:対話型の scinstallユーティリティーを実行するときに、すべてのノード
を単一操作で構成するのではなく、スポンサーノードと追加ノードを別の操作で構
成します。ユーティリティーで、「Do you want to use autodiscovery?」というプロンプ
トが表示されたら、「no」と応答します。次に、scinstallユーティリティーに
よって提示されたリストからトランスポートアダプタを選択します。

複製されたデバイスグループのステータスが原因で切り替えが失
敗する場合、EMC SRDFおよびHitachi TrueCopyで切り替えが拒否
される (6798901)
問題の概要: Hitachi TrueCopyデバイスグループのレプリカペアの状態がCOPYであ
るか、EMC SRDFデバイスグループのレプリカペアが分割されている場合、デバイ
スグループをほかのノードに切り替えようとすると失敗します。さらに、レプリカ
ペアがペア状態に戻るまでは、デバイスグループは、元のノード上でオンラインに
戻ることができません。

回避方法:関連するOracle Solaris Clusterグローバルデバイスグループをほかのクラス
タノードに切り替える前に、TrueCopyのレプリカがCOPY状態でないこと、または
SRDFのレプリカが分割されていないことを確認します。

スケーラブルなリソースを LB_STICKY_WILD負荷分散ポリシーを
使用して構成すると clsetupが失敗する (6773401)
問題の概要: clsetupユーティリティーでは、リソースの負荷分散ポリシーを
LB_STICKY_WILDに設定することはできません。代わりに、ポリシーは LB_WILDに設定
されます。

回避方法:リソースを構成したあとに、clresource createコマンドを使用して、負荷
分散ポリシーを LB_STICKY_WILDに変更します。

既知の問題点とバグ
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クラスタ構成からノードを削除すると、ノードパニックが発生す
ることがある (6735924)
問題の概要:クラスタ構成を 3ノードクラスタから 2ノードクラスタに変更した場合
に、残りのノードの 1つがクラスタを離れるか、クラスタ構成から削除される
と、クラスタが完全に失われることがあります。

回避方法: 3ノードクラスタ構成からノードを削除した直後に、残りのクラスタ
ノードの 1つで cldevice clearコマンドを実行します。

クラスタノードで Solaris Security Toolkitが構成されている場
合、scstat -iを実行するとRPCバインド障害エラーが発生する
(6727594)
問題の概要:クラスタノードで Solaris Security Toolkitが構成されている場合、scstat

-iコマンドを実行するとRPCバインド障害エラーが発生します。エラーメッセージ
は次のようになります。

scrconf: RPC: Rpcbind failure - RPC: Authentication error

Other Sun Cluster commands that use RPC, such as clsnmpuser, might also fail.

回避方法:クラスタのプライベートなホスト名、またはそれに関連する IPアドレスを
/etc/hosts.allowファイルに追加します。

DIDの結合時にさらなる検証確認が必要 (6605101)
問題の概要: scdidadmコマンドおよび cldeviceコマンドでは、単一のDIDデバイス
に結合しようとしている複製された SRDFデバイスが、実際に互いの複製であるかど
うか、指定された複製グループに属しているかどうかを検証することができませ
ん。

回避方法: SRDFで使用するDIDデバイスの結合は慎重に行います。指定したDIDデ
バイスインスタンスが互いの複製であり、指定した複製グループに属していること
を確認してください。

Solaris Cluster Managerが16ノードのクラスタで表示されない
(6594485)
問題の概要: 16ノードのクラスタでは、Oracle Solaris Cluster ManagerのGUIを使用で
きません。

回避方法: clsetupユーティリティーまたはOracle Solaris Clusterの保守コマンドを代
わりに使用します。

既知の問題点とバグ
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データサービス

ゾーンクラスタの再起動後、RGMの再設定を行わずにリソース
グループを作成すると、RGMの内部の状態に矛盾が生じる
(7041222)
問題の概要:ゾーンクラスタを再起動した直後にリソースグループを作成、編集、ま
たは削除すると、Resource Group Manager (RGM)が矛盾した状態になり、そのリ
ソースグループに対する以降の操作が失敗します。これにより、最悪の場合、グ
ローバルクラスタのノードがパニックになり再起動されることがあります。

この問題は、ゾーンクラスタのすべてのノードを同時に再起動した場合に発生する
可能性があります。他のノードは稼動させたまま、一部のノードだけを再起動した
場合には発生しません。また、物理クラスタ全体を再起動する場合も、ゾーンクラ
スタが稼動状態になった直後にリソースグループの更新を実行すると、この問題が
発生する可能性があります。

このようなエラーが発生する可能性があるコマンドには、次のものがあります。

■ clresource create

■ clresource delete

■ clresource set

■ clresourcegroup create

■ clresourcegroup delete

■ clresourcegroup set

回避方法:この問題を回避するには、ゾーンクラスタの再起動後、1分ほど待って
ゾーンクラスタの状態が安定してから、上記のコマンドを実行するようにします。

物理クラスタのすべてのノードを再起動する場合は、ゾーンクラスタのすべての
ノードがクラスタに結合されたことを示すコンソールメッセージが表示されてか
ら、上記のコマンドを実行するようにします。コンソールには次のような
メッセージが表示されます。

May 5 17:30:49 phys-schost-4 cl_runtime: NOTICE: Membership : Node ’zc-host-2’

(node id 2) of cluster ’schost’ joined.

他のノードを稼動させた状態で一部のノードだけを再起動する場合は、特に待つ必
要はありません。

スクリプトがないためにApache Tomcatが起動しない (7022690)
問題の概要: Oracle Solaris Cluster HA for Apache Tomcat用のリソースグループとリ
ソースをインストールおよび作成したあと、フェイルオーバーゾーン上でHA for
Apache Tomcatが構成されていると、サービスを起動できません。

回避方法: Oracleのサポート担当者に連絡して必要なスクリプトを入手します。

既知の問題点とバグ
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ディスパッチャーを強制終了したあとに同じノードで SAP Web
Application Serverのプライマリインスタンスをオンラインにでき
ない (7018400)
問題の概要: SAPカーネル 7.11で実行されているダイアログインスタンスのディス
パッチャーを強制終了した場合、同じノードで SAP Web Application Serverエージェン
トのダイアログインスタンスを再起動することはできません。2回試行されたあ
と、フェイルオーバーされて別のノードで起動されます。根本原因は、SAPカーネ
ル 7.11で cleanipcコマンドを使用する場合、cleanipcを実行する前に
LD_LIBRARY_PATHを設定する必要があることにあります。

回避方法: LD_LIBRARY_PATHを設定して cleanipcを実行するコードを、webasリソース
の Webas_Startup_Scriptに挿入します。たとえば、SAP SIDが FITで、インスタンス
が 03の場合、Webas_Startup_scriptプロパティーで webasリソースに登録された起
動スクリプトに挿入するコードは次のようになります。

LD_LIBRARY_PATH=$LD_LIBRARY_PATH:/usr/sap/FIT/SYS/exe/run

export LD_LIBRARY_PATH

/usr/sap/FIT/SYS/exe/run/cleanipc 03 remove

クラスタファイルシステムによりスケーラブルなリソースグ
ループ内で構成されたHAStoragePlusリソースが「起動中」状態
のままになる (6960386)
問題の概要:クラスタファイルシステムの /etc/vfstabファイルエントリの
mount-at-boot値が noで、クラスタファイルシステムがスケーラブルなリソースグ
ループに属する SUNW.HAStoragePlusリソースで構成されている場
合、SUNW.HAStoragePlusリソースはオンラインになりません。リソース
は、prenet_start_methodがタイムアウトになるまで、起動中の状態のままになりま
す。

回避方法:クラスタファイルシステムに対する /etc/vfstabファイルのエントリ
で、mount-at-boot値を yesに設定します。

データベースリスナーに到達できない場合にゲートウェイの検証
でピンポン現象が発生する (6927071)
問題の概要: Siebel 8.1.1では、ゲートウェイサーバーはデータベースに依存しま
す。データベースリスナーをホストするマシンに到達できない場合、ゲートウェイ
の検証によって、リソースグループのピンポン現象が発生し、指定した時間が経過
するまで続きます。

回避方法:この問題は、データベースリスナーをゲートウェイと同じ場所に配置する
と軽減されます。また、クラスタの制御の範囲外でデータベースを実行すれ
ば、データベースリスナーをホストするマシンが確実に起動されて稼動状態になり
ます。

既知の問題点とバグ

Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11リリースノート • 2011年 5月、Revision A32



スケーラブルなアプリケーションがゾーンクラスタ間で切り離さ
れない (6911363)
問題の概要:異なるゾーンクラスタ内で実行されるように構成されたスケーラブルな
アプリケーションが INADDR_ANYにバインドし、同じポートを使用する場合、異なる
ゾーンクラスタ内で実行されるこれらのアプリケーションのインスタンスをス
ケーラブルなサービスで識別することはできません。

回避方法:スケーラブルなアプリケーションは、ローカル IPアドレスとして
INADDR_ANYにバインドするように構成しないでください。スケーラブルなアプリ
ケーションは、別のスケーラブルなアプリケーションと競合しないポートにバイン
ドするように構成します。

clnas addコマンドまたは clnas removeコマンドを複数のノードで
同時に実行すると問題が発生する可能性がある (6791618)
NASデバイスを追加または削除するときに、clnas addコマンドまたは clnas remove

コマンドを複数のノードで同時に実行すると、NAS構成ファイルが破損する可能性
があります。

回避方法: clnas addコマンドまたは clnas removeコマンドを実行するときは、一度
に 1つのノードで実行します。

clresourcegroup add-nodeによりHAStoragePlusリソースが Faulted
状態になる (6547896)
問題の概要: nativeブランドの非大域ゾーンが、ZFSプールが構成された
HAStoragePlusリソースを含むリソースグループのノードリストに追加される
と、HAStoragePlusリソースが Faulted状態になることがあります。この問題が発生
するのは、nativeゾーンをホストする物理ノードがリソースグループのノードリス
トに含まれている場合のみです。

回避方法:障害が発生したHAStoragePlusリソースを含むリソースグループを再起動
します。

# clresourcegroup restart faulted-resourcegroup

開発者環境

PMF以外のサービスの停止メソッドでGDSから誤った終了状態が
返される (6831988)
問題の概要:汎用データサービス (GDS)の停止スクリプトでは、停止メソッドを強制
的に失敗させることはできません。停止スクリプトが 0以外で終了した場合、GDS

既知の問題点とバグ
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停止メソッドは、リソースデーモンを強制終了しようとします。強制終了に成功す
ると、停止スクリプトが失敗した場合でも、停止メソッドは正常に終了します。そ
の結果、停止スクリプトのプログラムで、停止メソッドを強制的に失敗させること
ができなくなります。

回避方法: GDS停止スクリプトで clresourcegroup quiesce -k rgnameコマンドを実行
します。rgnameには、GDSリソースを含むリソースグループの名前を指定しま
す。-kオプションを指定することで、現在実行中のGDS停止メソッドが rgmdデーモ
ンによって強制終了されます。これにより、GDSリソースが STOP_FAILED状態にな
り、リソースグループが ERROR_STOP_FAILED状態になります。

この回避方法には次の制限があります。

■ clresourcegroup quiesceコマンドでは、リソースの Failover_modeがHARDに設
定されている場合でも、ノードが再起動されません。再起動動作が必要な場合
は、GDS停止スクリプトで Failover_modeプロパティーを照会し、プロパ
ティーがHARDであれば、停止スクリプトで直接、ノードまたはそれが実行され
ている非大域ゾーンを再起動することができます。

■ この回避方法は、同時に 1つのノードでしか停止することがない、フェイル
オーバーリソースグループに最適な方法です。マルチマスター構成のリソースグ
ループの場合は、GDSリソースが同時に複数のノードで停止することがありま
す。その場合、clresourcegroup quiesce -k コマンドを実行すると、ローカル
ノードで実行されている停止メソッドだけでなく、各ノードで実行されているす
べての停止メソッドが強制終了されます。

インストール

Ops Centerエージェントの JavaDBデータベースに対応する既存の
パッケージが installerで削除される (6956479)
問題の概要: Oracle Solaris 10のOracle Enterprise Manager Ops Centerエージェントで
は、構成データベースに JavaDBソフトウェアを使用します。Oracle Solaris Clusterソ
フトウェアを installerユーティリティーを使用してインストールする際、JavaDB
ソフトウェアパッケージが再インストールされるため、エージェントの既存の構成
データベースは削除されます。

パッケージが削除されると、Ops Centerエージェントから次のエラーメッセージが報
告されます。

java.sql.SQLException: Database ’/var/opt/sun/xvm/agentdb’ not found.

at org.apache.derby.impl.jdbc.SQLExceptionFactory40.getSQLException(Unknown Source)

at org.apache.derby.impl.jdbc.Util.newEmbedSQLException(Unknown Source)

at org.apache.derby.impl.jdbc.Util.newEmbedSQLException(Unknown Source)

エージェントは壊れた状態になるため、構成を解除するか、または構成し直す必要
があります。
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回避方法:すべてのクラスタノードに、次に示す追加の JavaDBパッケージをOracle
Solaris Clusterメディアから手動でインストールします。

■ SUNWjavadb-demo

■ SUNWjavadb-javadoc

■ SUNWjavadb-docs

■ SUNWjavadb-client

installerユーティリティーを実行しても、既存の JavaDBデータベースパッケージ
は削除されません。

ロケールの設定

システム要件確認の結果が正しくない (6495984)
問題の概要:簡体字中国語および繁体字中国語のロケールで installerユーティリ
ティーを使用してOracle Solaris Clusterソフトウェアをインストールした場合、シス
テム要件を確認するソフトウェアにより、スワップ空間が 0Mバイトであるという
誤った報告がなされます。

回避方法:このレポート情報を無視します。これらのロケールでは、次のコマンドを
実行して正しいスワップ空間を判断できます。

# df -h | grep swap

実行時

vucmmフレームワークで構成された複数所有者の Solarisボ
リュームマネージャーディスクセットのステータスが
cldevicegroupで常に "offline"と表示される (6962196)
問題の概要:複数所有者の Solarisボリュームマネージャーディスクセットが vucmmフ
レームワークで構成されている場合、cldevicegroup statusコマンドでは、ディスク
セットの実際のステータスにかかわらず常に offlineと表示されます。

回避方法:複数所有者ディスクセットのステータスを確認するときは、metastat -s

disksetコマンドを使用します。

関係がない IPMPの停止が原因で ssm_startが失敗する (6938555)
問題の概要:共有アドレスリソースによって使用されないサブセット上の IPMPグ
ループに障害が発生したために、SUNW.SharedAddressリソースに依存するスケーラ
ブルなリソースがオンラインになりません。クラスタノードの syslogに次のような
メッセージが出力されます。
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Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11リリースノート 35



Mar 22 12:37:51 schost1 SC SUNW.gds:5,Traffic_voip373,Scal_service_voip373,SSM_START: ID 639855

daemon.error IPMP group sc_ipmp1 has status DOWN.

Assuming this node cannot respond to client requests.

回避方法:障害が発生した IPMPグループを修復し、障害が発生したスケーラブルな
リソースを再起動します。

アップグレード

アップグレード後、ip-type=exclusiveであるゾーン
が、SUNW.LogicalHostnameリソースをホストできない (6702621)
問題の概要:この問題は、リソースタイプ SUNW.LogicalHostnameがバージョン 2で登
録されている場合に発生します (バージョンを表示するには clresourcetype listコ
マンドを使用します)。アップグレード後、ip-type=exclusiveで非大域ゾーンに論理
ホスト名リソースを作成できますが、たとえば telnetや rshなどの論理ホスト名へ
のネットワークアクセスは動作しません。

回避方法:次の手順を実行します。

1. 論理ホスト名リソースをホストしている ip-type=exclusiveが設定された非大域
ゾーンをノードリストに含むリソースグループをすべて削除します。

2. SUNW.LogicalHostnameリソースタイプをバージョン 3以上にアップグレードしま
す。

# clresourcetype register SUNW.LogicalHostname:3

パッチと必須ファームウェアのレベル
この節では、Oracle Solaris Cluster構成のパッチに関する情報を示します。次の内容
について説明します。

■ 37ページの「Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11コアパッチの適用」
■ 37ページの「Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11コアパッチの削除」
■ 38ページの「パッチ管理ツール」
■ 39ページの「Sun StorageTek 2530アレイのクラスタサポート用パッチ」
■ 39ページの「My Oracle Support」

注 – Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11ソフトウェアをアップグレードする場合は、『Oracle
Solaris Cluster Upgrade Guide』を参照してください。Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11コア
パッチを適用しても、ソフトウェアをOracle Solaris Cluster 3.3 5/11リリースにアップ
グレードしたことにはなりません。
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注 –パッチを適用または削除する前に、パッチのREADMEファイルを参照してくだ
さい。

Oracle Solaris Cluster製品向けの必要なパッチを確認してダウンロードするには、My
Oracle Supportのユーザー登録が必要です。My Oracle Supportアカウントを持ってい
ない場合は、Oracleのサービス担当またはセールスエンジニアに連絡するか、http://
support.oracle.comでオンライン登録してください。

Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11コアパッチの適用
Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11コアパッチを適用するには、次の手順を完了します。ク
ラスタのすべてのノードが同じパッチレベルに保たれていることを確認してくださ
い。

注意 – Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11コアパッチを削除した場合、手順 3でアップグ
レードしたリソースをすべて、以前のバージョンのリソースタイプにダウング
レードしてください。ダウングレードの手順では、これらのサービスを計画的に停
止させる必要があります。したがって、Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11コアパッチをク
ラスタに永続的に確定する準備ができるまでは、手順 3を実行しないでください。

▼ Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11コアパッチを適用する方法

コアパッチ用の通常の再起動用パッチ手順を使用して、パッチをインストールしま
す。

パッチがすべてのノードに正しくインストールされ、正常に機能していることを検
証します。

リソースタイプを、使用可能な新しいバージョンのリソースタイプにアップグ
レードします。

clsetupを実行して、新しいリソースタイプのリストを取得します。詳細
は、『Oracle Solaris Cluster Data Services Planning and Administration
Guide』の「Upgrading a Resource Type」を参照してください。

リソースタイプの登録については、『Oracle Solaris Cluster Data Services Planning and
Administration Guide』の「Registering a Resource Type」を参照してください。

Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11コアパッチの削除
Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11コアパッチを削除するには、次の手順を完了します。

1

2

3
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▼ Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11コアパッチを削除する方法

クラスタ上のリソースタイプをリストします。
# clresourcetype list

コアパッチの適用後に、新しいリソースタイプにアップグレードしている場合
は、『Oracle Solaris Cluster Data Services Planning and Administration Guide』の「How to
Remove a Resource Type」を参照してください。

Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11コアパッチを、パッチをインストールした各ノードから
削除します。
# patchrm patch-id

Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11コアパッチを削除したすべてのノードを、クラスタ
モードで再起動します。

Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11コアパッチを削除したすべてのノードを、影響を受けな
いノードよりも前に再起動することにより、クラスタがCCR内の正しい情報で確実
に構成されます。クラスタ上のすべてのノードにコアパッチが適用されている場
合、各ノードを任意の順序でクラスタモードで再起動できます。

残りのノードをクラスタモードで再起動します。

クラスタモードでノードを再起動する手順については、『Oracle Solaris Clusterシス
テム管理』の「ノードを再起動する」を参照してください。

パッチ管理ツール
Oracle Solaris OSのパッチ管理オプションに関する情報は、Oracle Enterprise Manager
Ops Center (旧 Sun Ops Center)のWebサイト (http://www.oracle.com/us/products/
enterprise-manager/opscenter)で確認できます。

Oracle Solaris OSには、次のツールが含まれています。使用しているシステムにイン
ストールされているOracle Solaris OSリリースに対して発行されているバージョンの
マニュアルを参照してください。

■ Oracle Solarisパッチ管理ユーティリティー patchaddの使用に関する情報
は、『Solarisのシステム管理 (基本編)』の第 23章「patchaddコマンドによる
パッチの管理 (手順)」にあります。

■ Oracle Solaris Live Upgradeを使用したパッチの適用に関する情報
は、『Solaris 10 10/09インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの
計画)』の「Solaris installation guide for Live Upgrade and upgrade planning」にありま
す。

1
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ノードが非クラスタモードであるときに一部のパッチを適用する必要がある場合
は、そのパッチの指示でクラスタ全体のシャットダウンが要求されていない限
り、ローリング方式で、一度に 1つのノードに適用することができます。ノードの
準備を行い、非クラスタモードで起動するには、『Oracle Solaris Clusterシステム管
理』の「再起動パッチを適用する (ノード)」の手順に従ってください。インス
トールを簡単にするため、非クラスタモードに配置して、すべてのパッチを一度に
ノードに適用することを検討してください。

Sun StorageTek 2530アレイのクラスタサポート用
パッチ
Sun StorageTek Common Array Manager (CAM)ソフトウェア (Version 6.0.1以上が必要)
では、最大 3ノードの Sun StorageTek 2530アレイの SCSI3または PGRサポートが提
供されます。Sun StorEdge 6130、2540、6140、6540、および StorageTek
FLX240、FLX280と FLX380プラットフォームのアップグレードでは、このパッチは
必要ありません。CAMパッチはMy Oracle Supportから入手できます。

My Oracle Support
My Oracle Support Webサイトには、Oracle製品のパッチ、ソフトウェア、ファーム
ウェアに関する最新情報が常時掲載されています。現在サポートされるソフト
ウェア、ファームウェア、およびパッチの最新のリビジョンについては、My Oracle
Supportサイト (http://support.oracle.com)にアクセスしてください。

Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11ソフトウェアをインストールし、クラスタコンポーネン
ト (Oracle Solaris OS、Oracle Solaris Clusterソフトウェア、ボリュームマネージャーソ
フトウェア、データサービスソフトウェア、またはディスクハードウェア)にパッチ
を適用する前に、取得したパッチに付属する各 READMEファイルを確認してくださ
い。クラスタが適切に動作するためには、すべてのクラスタノードを同じパッチレ
ベルにしてください。

特定のパッチ適用手順やパッチ管理のヒントについては、『Oracle Solaris Clusterシ
ステム管理』の第 11章「Oracle Solaris Clusterソフトウェアとファームウェアの
パッチ」を参照してください。
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Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11のドキュメントセット
Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11ユーザードキュメントは、PDFおよびHTML形式で次の
Webサイトから入手できます。

http://www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/index.html

Oracle Solaris Cluster Geographic Editionユーザードキュメントについては、『Oracle
Solaris Cluster Geographic Edition 3.3 5/11 Release Notes』を参照してください。

次の表に、Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11ユーザードキュメントライブラリの内容を示
します。

表 1 Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11コアソフトウェアマニュアル

パート番号 書名

821–2909 『Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11 Documentation Center』

821–2682 『Oracle Solaris Cluster Concepts Guide』

821–2848 『Oracle Solaris Cluster Data Services Developer’s Guide』

821–2850 『Oracle Solaris Cluster Data Services Planning and Administration Guide』

821–2849 『Oracle Solaris Cluster Error Messages Guide』

821–1573 『Oracle Solaris Cluster Quick Reference』 (http://docs.oracle.com/cd/
E19680-01/pdf/821-1573.pdf)

821–2845 『Oracle Solaris Clusterソフトウェアのインストール』

821–2847 『Oracle Solaris Clusterシステム管理』

821–2846 『Oracle Solaris Cluster Upgrade Guide』

表 2 Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11リファレンスマニュアル

パート番号 書名

821–2679 『Oracle Solaris Cluster Reference Manual』

821–2680 『Oracle Solaris Cluster Data Services Reference Manual』

821–1554 『Oracle Solaris Cluster Quorum Server Reference Manual』

表 3 Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11データサービスマニュアル

パート番号 書名

821–1572 『Oracle Solaris Cluster Data Service for Agfa IMPAX Guide』1

1 SPARCのみ
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表 3 Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11データサービスマニュアル (続き)
パート番号 書名

821–2766 『Oracle Solaris Cluster Data Service for Apache Guide』

821–2851 『Oracle Solaris Cluster Data Service for Apache Tomcat Guide』

821–1523 『Oracle Solaris Cluster Data Service for DHCP Guide』

821–1524 『Oracle Solaris Cluster Data Service for Domain Name Service (DNS) Guide』

821–1525 『Oracle Solaris Cluster Data Service for Informix Guide』

821–1526 『Oracle Solaris Cluster Data Service for Kerberos Guide』

E22384 『Oracle Solaris Cluster Data Service for MaxDB Guide』

821–1528 『Oracle Solaris Cluster Data Service for MySQL Guide』

821–1932 『Oracle Solaris Cluster Data Service for MySQL Cluster Guide』

821–2897 『Oracle Solaris Cluster Data Service for Network File System (NFS) Guide』

821–2678 『Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracleガイド』

821–1532 『Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle Application Server Guide』

821–2901 『Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle Business Intelligence Enterprise
Edition Guide』1

821–2902 『Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle E-Business Suite Guide』1

821–1541 『Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle Grid Engine Guide』

821–2852 『Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle Real Application Clustersガイド』

E21878 『Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle TimesTen In-Memory Database Guide
』

821–2904 『Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle VM Server for SPARC Guide』1

821–2903 『Oracle Solaris Cluster Data Service for PeopleSoft Enterprise Guide』1

821–1534 『Oracle Solaris Cluster Data Service for PostgreSQL Guide』

821–1535 『Oracle Solaris Cluster Data Service for Samba Guide』

821–2905 『Oracle Solaris Cluster Data Service for SAP Guide』

821–1537 『Oracle Solaris Cluster Data Service for SAP liveCache Guide』

821–2906 『Oracle Solaris Cluster Data Service for SAP Web Application Server Guide』

821–1539 『Oracle Solaris Cluster Data Service for Siebel Guide』1

821–2677 『Oracle Solaris Cluster Data Service for Solaris Containers Guide』
1 SPARCのみ
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表 3 Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11データサービスマニュアル (続き)
パート番号 書名

821–2907 『Oracle Solaris Cluster Data Service for Sun Java System Application Server Guide』

821–1542 『Oracle Solaris Cluster Data Service for Sun Java System Application Server EE
(HADB) Guide』

821–2764 『Oracle Solaris Cluster Data Service for Sun Java System Message Queue Guide』

821–1546 『Oracle Solaris Cluster Data Service for Sun Java System Web Server Guide』

E21384 『Oracle Solaris Cluster Data Service for SWIFTAlliance Access Guide』1

E21385 『Oracle Solaris Cluster Data Service for SWIFTAlliance Gateway Guide』1

821–2908 『Oracle Solaris Cluster Data Service for Sybase ASE Guide』

821–2760 『Oracle Solaris Cluster Data Service for WebLogic Server Guide』

821–2900 『Oracle Solaris Cluster Data Service for WebSphere Message Broker Guide』

821–1551 『Oralce Solaris Cluster Data Service for WebSphere MQ Guide』
1 SPARCのみ

表 4 Oracle Solaris Cluster 3.3ハードウェアマニュアル

パート番号 書名

E22715 『Oracle Solaris Cluster 3.3 Hardware Administration Manual』

E22716 『Oracle Solaris Cluster 3.3 With Network-Attached Storage Device Manual』

821–1557 『Oracle Solaris Cluster 3.3 With SCSI JBOD Storage Device Manual』

821–1558 『Oracle Solaris Cluster 3.3 with StorageTek RAID Arrays Manual』

821–1559 『Oracle Solaris Cluster 3.3 With StorageTek 2540 RAID Arrays Manual』

821–1560 『Oracle Solaris Cluster 3.3 With Sun StorEdge 3310 or 3320 SCSI RAID Array Manual
』1

821–1561 『Oracle Solaris Cluster 3.3 With Sun StorEdge 3510 or 3511 FC RAID Array Manual
』

821–1562 『Oracle Solaris Cluster 3.3 With Sun StorEdge 3900 Series or 6900 Series System
Manual』1

821–1563 『Oracle Solaris Cluster 3.3 With Sun StorEdge 6120 Array Manual』

821–1564 『Oracle Solaris Cluster 3.3 With Sun StorEdge 6130 Array Manual』

E22717 『Oracle Solaris Cluster 3.3 With Sun StorEdge 6320 System Manual』

821–1566 『Oracle Solaris Cluster 3.3 With Sun StorEdge 9900 Series Storage Device Manual』
1 SPARCのみ
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表 4 Oracle Solaris Cluster 3.3ハードウェアマニュアル (続き)
パート番号 書名

E22718 『Oracle Solaris Cluster 3.3 With StorEdge A1000 Array, Netra st A1000 Array, or
StorEdge A3500 System Manual』1

821–1570 『Oracle Solaris Cluster 3.3 With Sun StorEdge A3500FC System Manual』1

821–1568 『Oracle Solaris Cluster 3.3 With Fibre Channel JBOD Storage Device Manual』1

821–1569 『Oracle Solaris Cluster 3.3 With Sun StorEdge T3 or T3+ Array Manual』1

1 SPARCのみ

ドキュメントに関する情報
この節では、Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11リリースのドキュメント、オンラインヘル
プ、マニュアルページの誤りや記載漏れについて説明します。

■ 43ページの「マニュアルページ」

マニュアルページ
この節では、Oracle Solaris Clusterのマニュアルページの誤り、記載漏れ、および追
加について説明します。

clnasdevice(1CL)
clnasdevice(1CL)のマニュアルページには、sun_uss NASデバイスタイプの名前に誤
りがあります。このマニュアルページでは、NASデバイス名がOracleの Sun Storage
7000 Unified Storage Systemとなっていますが、正しくはOracleの Sun ZFS Storage
Applianceです。また、このマニュアルページには、一部の情報が欠けています。こ
のマニュアルページの正しい内容については、45ページの「clnasdevice(1CL)のマ
ニュアルページ」を参照してください。

clzonecluster(1CL)
ゾーンクラスタの作成時に name_serviceプロパティーを指定しないと、このプロパ
ティーの値は大域ゾーンの /etc/sysidcfgファイルから取得されます。ただし、この
情報は古い場合があるため、ゾーンクラスタを作成するときは、必ず name_service

プロパティーを指定してください。この動作を反映して、name_serviceプロパ
ティーの説明が次のように変更されています。

name_service このプロパティーは、ゾーンクラスタで使用されるネームサービス
を指定します。これはオプションのプロパティーで、デフォルトで
大域ゾーンの設定が使用されます。ただし、大域ゾーンの
/etc/sysidcfgファイルの設定は古い場合があります。正しい設定
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になるように、このプロパティーの値は、clzoneclusterコマンド
を使用して手動で入力してください。

また、timezoneプロパティーの説明が次のように修正されています。

timezone このプロパティーは、ゾーンクラスタで使用されるタイムゾーンを指定
します。デフォルトで、値は clzoneclusterコマンドの環境から取得さ
れます。

SUNW.oracle_server(5)
マニュアルページに、Standby_mode拡張プロパティーの新しい値である次の値が記
載されていません。

SNAPSHOT Oracle 11g以降で、スナップショットスタンバイデータベースを指定し
ます。

SUNW.scalable_acfs_proxy(5)
Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11のOracle ACFSのサポートで、新しいリソースタイプとし
て SUNW.scalable_acfs_proxyが導入されました。このリソースタイプのマニュアル
ページは、このリリースに含まれていません。このマニュアルページの内容につい
ては、62ページの「SUNW.scalable_acfs_proxy(5)のマニュアルページ」を参照して
ください。
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付録

この付録では、配布済みのOracle Solaris Cluster 3.3 5/11のドキュメントセットの内容
に関する追加情報や変更点について説明します。

■ 45ページの「clnasdevice(1CL)のマニュアルページ」
■ 62ページの「SUNW.scalable_acfs_proxy(5)のマニュアルページ」

clnasdevice(1CL)のマニュアルページ

名前
clnasdevice、clnas - Oracle Solaris ClusterのNASデバイスへのアクセスを管理する

形式
/usr/cluster/bin/clnasdevice -V

/usr/cluster/bin/clnasdevice [subcommand] -?

/usr/cluster/bin/clnasdevice [subcommand] -?

/usr/cluster/bin/clnasdevice subcommand [ options] -v [nasdevice[ ...]]

/usr/cluster/bin/clnasdevice add -t type {-p name= value[,...] | -u userid} [-f passwdfile]
[-Z {zoneclustername |

global}] nasdevice

/usr/cluster/bin/clnasdevice add -i {- | clconfigfile}[-t type] [-p name=value | -u userid]
{-f passwdfile} [-Z {zoneclustername |

global}] { nasdevice

/usr/cluster/bin/clnasdevice add-dir -d directory[,...] [-Z {zoneclustername | global}] nasdevice

45



/usr/cluster/bin/clnasdevice add-dir -i {- | clconfigfile} [-d all | directory [,...]]

[-f passwordfile] [ -Z {zoneclustername |

global}] { nasdevice

/usr/cluster/bin/clnasdevice export [-o {- | clconfigfile}] [-t type[,...]] [-d all | directory[,...]]
[+ | nasdevice[ ...]]

/usr/cluster/bin/clnasdevice find-dir [-d {all |directory[,...] [ -t type[,...]]
[-Z {zoneclustername[,...] |

global | all}] [+ | nasdevice[ ...]]

/usr/cluster/bin/clnasdevice list [-t type[,...]] [-Z {zoneclustername [,...] | global | all}] [+ | nasdevice[ ...]]

/usr/cluster/bin/clnasdevice remove [-t type[,...]] [-Z {zoneclustername | global}] [-F ] {+ | nasdevice[ ...]}

/usr/cluster/bin/clnasdevice remove-dir -d all | directory[,...] [-Z {zoneclustername | global}] nasdevice

/usr/cluster/bin/clnasdevice set {-p name=value[,...] | -u userid} [-f passwdfile]
[-Z { zoneclustername |

global}] nasdevice

/usr/cluster/bin/clnasdevice show [-d {all | directory[,...] [-t

type[,...]] [-Z {zoneclustername[,...] | global | all}] [+ | nasdevice[ ...]]

説明

注 – Oracle Solaris Cluster 5/11のリリース時に公開された clnasdeviceのマニュアル
ページには、sun_uss NASデバイスタイプの名前に誤りがあります。このマニュアル
ページでは、NASデバイス名がOracleの Sun Storage 7000 Unified Storage Systemと
なっていますが、正しくはOracleの Sun ZFS Storage Applianceです。このバージョン
のマニュアルページでは名前が修正されています。

clnasdeviceコマンドは、NASデバイスとそのディレクトリまたはプロジェクトに関
するOracle Solaris Cluster構成情報を管理します。

clnasコマンドは、clnasdeviceコマンドの短縮形式です。clnasコマンドと
clnasdeviceコマンドは同じです。どちらの形式のコマンドも使用できます。

このコマンドの書式は次のとおりです。

clnasdevice [subcommand] [options] [operands]

optionsに -?または -Vオプションを指定する場合だけは、subcommandを省略できま
す。

このコマンドの各オプションには、長い形式と短い形式があります。各オプション
の両方の形式は、このマニュアルページの「オプション」セクションのオプション
の説明で紹介されています。
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clnasdeviceコマンドを使用してNASデバイスをクラスタに構成する前に、NASデバ
イスが次の状態であることを確認してください。

■ NASデバイスが設定されており、機能している。
■ NASデバイスが起動され、動作している。
■ NASデバイスのディレクトリが作成され、クラスタノードに利用可能である。
■ NASデバイスが定足数デバイスになる予定である場合、その定足数デバイスの

LUNが作成されている必要があります。NAS定足数デバイスの設定について
は、clquorumのマニュアルページを参照してください。

NASデバイスのベンダーによっては、デバイスをクラスタに構成する前に、追加の
作業を行う必要がある場合もあります。これらの作業についての詳細は、「オプ
ション」セクションの -tオプションを参照してください。NASデバイスの設定手順
やそのディレクトリのエクスポート手順については、NASデバイスのマニュアルを
参照してください。

NASデバイスが完全に機能し、クラスタにストレージを提供する準備ができたあと
は、clnasdeviceコマンドを使用して、クラスタ内のNASデバイス構成情報を管理し
ます。これを行わないと、クラスタはNASデバイスとそのエクスポートされる
ディレクトリを検出できません。結果として、クラスタはこれらのディレクトリに
ある情報の整合性を保護できません。

clnasdeviceコマンドを使用して、次のような管理作業を行います。

■ NASデバイス構成の作成
■ NASタイプ固有プロパティーの更新
■ NASデバイスディレクトリのクラスタ構成からの削除
■ NASデバイスのクラスタ構成からの削除

clnasdeviceコマンドは、アクティブなクラスタノードだけで実行できます。コマン
ドを実行して得られる結果は、実行するノードに関係なく、常に同じです。

clnasdeviceコマンドは、ゾーンクラスタで、 exportを除くすべてのサブコマンドを
指定して使用することができます。export以外のすべてのサブコマンドで -Zオプ
ションを使用して、操作を制限する特定のゾーンクラスタの名前を指定することも
できます。

広域クラスタノードからすべてのゾーンクラスタ情報にアクセスできますが、特定
のゾーンクラスタは他のゾーンクラスタを認識しません。特定のゾーンクラスタに
操作を制限できない場合、使用するサブコマンドは現在のクラスタでのみ機能しま
す。

サブコマンド
サポートされるサブコマンドには次のものがあります。

clnasdevice(1CL)のマニュアルページ

付録 47



add

Oracle Solaris Cluster構成にNASデバイスを追加します。

-tオプションは、NASデバイスのベンダーを指定するのに使用します。詳細
は、「オプション」セクションの -tオプションの説明を参照してください。

NASデバイスのタイプによって、追加のプロパティーを設定する必要がある場合
があります。このような追加のプロパティーについても、「オプション」セク
ションの -tオプションの説明を参照してください。

スーパーユーザー以外のユーザーがこのコマンドを使用するに
は、solaris.cluster.modify役割に基づくアクセス制御 (RBAC)の承認が必要で
す。rbac(5)を参照してください。

removeサブコマンドの説明も参照してください。

add-dir

すでに構成されているNASデバイスの指定したディレクトリまたはプロジェクト
をクラスタ構成に追加します。このサブコマンドを使用する前に、デバイス上で
これらのディレクトリまたはプロジェクトを作成し、クラスタで使用できるよう
にしなければなりません。ディレクトリまたはプロジェクトの作成について
は、NASデバイスのマニュアルを参照してください。

NASデバイスのディレクトリまたはプロジェクトの追加は、次のいずれかの方法
で行なうことができます。
■ clnasdevice addコマンドを使用して、NASデバイスをクラスタに構成しま
す。その後、clnasdevice add-dirコマンドを使用してデバイスのディレクト
リまたはプロジェクトをクラスタ内に設定します。

■ clnasdevice add-dir -i configurationfile形式のコマンドを使用して、デバイスの
追加とそのディレクトリまたはプロジェクトの設定を 1ステップで行ないま
す。この方法でディレクトリまたはプロジェクトを追加するには、-fオプ
ションを使用してパスワードファイルを指定します。このオプションの詳細
は、「オプション」セクションを参照してください。詳細
は、clconfiguration(5CL)のマニュアルページを参照してください。

NASデバイス上に新しいディレクトリまたはプロジェクトを作成し、クラスタ
ノードで使用できるようにする場合、この add-dirサブコマンドを使用してその
ディレクトリまたはプロジェクトをクラスタ構成に追加する必要がありま
す。add-dirサブコマンドを使用してクラスタに追加できる利用可能なディレクト
リやプロジェクトのリストを表示するには、find-dirサブコマンドを使用しま
す。

スーパーユーザー以外のユーザーがこのコマンドを使用するに
は、solaris.cluster.modify RBACの承認が必要です。詳細は、rbac(5)のマ
ニュアルページを参照してください。

remove-dirサブコマンドの説明も参照してください。
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export

クラスタNASデバイス構成情報をエクスポートします。-oオプションでファイル
を指定すると、そのファイルに構成情報が書き込まれます。-oオプションを使用
しない場合、出力は標準出力 (stdout)に書き込まれます。

exportサブコマンドはクラスタ構成情報を変更しません。

スーパーユーザー以外のユーザーがこのコマンドを使用するに
は、solaris.cluster.read RBACの承認が必要です。詳細は、rbac(5)のマニュア
ルページを参照してください。

find-dir

NASデバイスに設定されており、クラスタによって使用される可能性のある
sun_ussプロジェクトまたは netappおよび sunディレクトリを表示します。これら
のディレクトリまたはプロジェクトは、add-dirサブコマンドでクラスタ構成にま
だ追加されていません。出力にリストされているディレクトリまたはプロジェク
トは、add-dirサブコマンドを使用するときの -dオプションの対象になることが
できます。

特定のタイプのNASデバイスを表示するには、-tオプションを指定します。

sun_ussプロジェクトとそのプロジェクト内のファイルシステムを表示するに
は、-vオプションを指定します。

特定の netappおよび sun NASデバイスディレクトリまたは sun_uss NASデバイス
プロジェクトを表示するには、-dオプションを指定します。

特定の sun_uss NASデバイスプロジェクトとそのプロジェクト内のファイルシス
テムを表示するには、-vオプションと -dオプションを指定します。

find-dirサブコマンドはクラスタ構成情報を変更しません。

スーパーユーザー以外のユーザーがこのコマンドを使用するに
は、solaris.cluster.read RBACの承認が必要です。詳細は、rbac(5)のマニュア
ルページを参照してください。

list

クラスタに構成されているNASデバイス構成を表示します。

クラスタに構成されているデバイスのディレクトリとデバイスタイプを表示する
には、詳細オプション -vを使用します。

特定のタイプのNASデバイスを表示するには、-tオプションを使用します。

スーパーユーザー以外のユーザーがこのコマンドを使用するに
は、solaris.cluster.read RBACの承認が必要です。詳細は、rbac(5)のマニュア
ルページを参照してください。
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remove

指定されている単数または複数のNASデバイスを、Oracle Solaris Cluster構成から
削除します。

強制オプション -Fを指定しない場合、remove-dirサブコマンドを使用して、NAS
デバイスディレクトリを構成から削除しておいてください。

強制オプション -Fを指定する場合、このコマンドは、NASデバイスとそのディレ
クトリをクラスタ構成から削除します。「「オプション」」セクションの -Fの説
明を参照してください。

スーパーユーザー以外のユーザーがこのコマンドを使用するに
は、solaris.cluster.modify RBACの承認が必要です。詳細は、rbac(5)のマ
ニュアルページを参照してください。

addサブコマンドの説明も参照してください。

remove-dir

指定したNASディレクトリまたはプロジェクトをOracle Solaris Cluster構成から削
除します。

remove-dirサブコマンドは、-dオプションで指定したエクスポート済みディレク
トリまたはプロジェクトを削除します。-d allを使用すると、このサブコマンド
によって、指定したNASデバイスのすべてのディレクトリまたはプロジェクトが
削除されます。

NASデバイスからディレクトリまたはプロジェクトを削除した場合、この
remove-dirサブコマンドを使用して、クラスタ構成からそのディレクトリまたは
プロジェクトを削除する必要があります。クラスタ構成内のNASディレクトリま
たはプロジェクトは、NASデバイスからエクスポートした既存のディレクトリま
たはプロジェクトと一致していなければなりません。

スーパーユーザー以外のユーザーがこのコマンドを使用するに
は、solaris.cluster.modify RBACの承認が必要です。詳細は、rbac(5)のマ
ニュアルページを参照してください。

add-dirサブコマンドの説明も参照してください。

set

特定のNASデバイスの指定されたプロパティーを設定します。

注 – Oracleの Sun StorageTek製品のNASデバイスのプロパティーは指定しませ
ん。これらのデバイスにはプロパティーがないため、setサブコマンド
と、-f、-p、および -uオプションは適用されません。
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スーパーユーザー以外のユーザーがこのコマンドを使用するに
は、solaris.cluster.modify RBACの承認が必要です。詳細は、rbac(5)のマ
ニュアルページを参照してください。

show

オプションが何も指定されていない場合は、次の情報を表示します。
■ Oracle Solaris Clusterに構成されている現在のすべてのNASデバイスのリスト
■ 各NASデバイスの利用可能なディレクトリ
■ 各NASデバイスに関連付けられたすべてのプロパティー

特定のタイプのNASデバイスを表示するには、-tオプションを指定します。特定
のデバイスに関する情報を表示するには、NASデバイスのホスト名をオペランド
としてコマンドに渡します。

指定されたプロジェクトに含まれているファイルシステムを表示するには、show

サブコマンドで -dおよび - vオプションを使用します。allキーワードを使用し
て、NASデバイスのすべてのプロジェクトまたは個々のプロジェクトを表示でき
ます。

スーパーユーザー以外のユーザーがこのコマンドを使用するに
は、solaris.cluster.read RBACの承認が必要です。詳細は、rbac(5)のマニュア
ルページを参照してください。

オプション
次のオプションがサポートされています。

-?

--help
ヘルプ情報を表示します。このオプションを使用するとき、ほかのオプションの
処理は実行されません。

このオプションはサブコマンド付きでもサブコマンドなしでも指定できます。

サブコマンドなしでこのオプションを指定すると、このコマンドのサブコマンド
のリストが表示されます。

サブコマンド付きでこのオプションを指定すると、サブコマンドの使用方法が表
示されます。

-d directory[,…]
--directory=directory- [,...]

--directory directory- [,...]

-d project[,…]
--directory=project- [,...]

--directory project- [,...]
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sun_uss NASデバイスと同様に、netappおよび sun NASデバイスのディレクトリ (1
つまたは複数)を指定します。sun_uss NASデバイスでは、ファイルシステムを作
成する前にNASデバイスでプロジェクトを作成する必要があります。プロジェク
ト名を /で始めることはできません。ファイルシステムはプロジェクト内で作成
する必要があります。プロジェクトは sun_uss NASデバイスの用語です。プロ
ジェクトでは任意の数のファイルシステムを作成できます。このオプションを一
緒に指定できるのは、add-dir、 remove-dir、export、および showサブコマンド
のみです。

このオプションは、特別なキーワード allを受け入れます。-d allオプションを使
用すると、指定したNASデバイス上のすべてのディレクトリが指定されます。
■ remove-dirサブコマンドと一緒に使用する場合、指定したデバイス上のすべて
のディレクトリが削除されます。

■ exportサブコマンドと一緒に使用する場合、指定したデバイス上のすべての
ディレクトリの構成情報が、指定した出力に表示されます。

■ add-dirサブコマンドと -i configfileオプションを使用すると、構成ファイルに
一覧表示されている指定されたNASデバイス上のすべてのディレクトリ
が、追加されます。

■ showサブコマンドおよび find-dirサブコマンドを使用する際に、sun_uss NAS
デバイスの -vオプションを指定すると、-dオプションで指定したプロジェク
トに含まれるファイルシステムが表示されます。allキーワードを使用し
て、NASデバイスのすべてのプロジェクトまたは個々のプロジェクトを表示で
きます。

-F

--force
指定したNASデバイスを強制的に削除します。

強制オプションを一緒に指定できるのは、removeサブコマンドだけです。この強
制オプションを removeサブコマンドと一緒に使用すると、NASデバイスとその構
成されているディレクトリがOracle Solaris Cluster構成から削除されます。

-f passwd-file
--passwdfile=passwd-file
--passwdfile passwd-file

NASデバイスにログインするときに使用するパスワードが格納されているパス
ワードファイルを指定します。

注 – Oracleの Sun StorageTek製品のNASデバイスのプロパティーは指定しませ
ん。このデバイスにはプロパティーがないため、 setサブコマンド
と、-f、-p、および -uオプションは適用されません。
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セキュリティー上の理由により、パスワードはコマンド行オプションには指定で
きません。パスワードのセキュリティーを強化するには、パスワードをテキスト
ファイルに格納し、-fオプションでこのファイルを指定してください。パス
ワード用の入力ファイルを指定しないと、パスワードの入力が求められます。

入力ファイルの読み取り可能アクセス権を rootだけに与え、このファイルにグ
ループからも一般ユーザーからもアクセスできないようにします。

clnasdevice addを -iオプションと一緒に使用するとき、clconfigfileにパスワード
が格納されていない場合、-f passwdfileオプションを必ず指定してください。

入力ファイルでは、次の制限を守ってください。

■ パスワードは単一行に指定します。パスワードを複数行にまたがって入力して
はいけません。

■ 行頭にあるブランクやタブは無視されます。

■ コメントは引用符で囲まれていない #記号で始まります。コメントは次の新し
い行に続きます。

すべてのコメントはパーサーによって無視されます。

■ デバイスユーザーのパスワードに入力ファイルを使用する場合は、#記号をパ
スワードの一部に使用できません。

-i clconfigfile
--input={- | clconfigfile-}
--input {- | clconfigfile-}

NASデバイスを作成または変更するのに使用される構成情報を指定します。この
情報は、clconfiguration(5CL)のマニュアルページに定義されている形式に準拠
している必要があります。この情報はファイルに含まれている場合と、標準入力
stdinを通して指定される場合があります。標準入力を指定するには、ファイル名
の代わりに -を指定します。

コマンド行と clconfigfileファイルで同じプロパティーを指定する場合、コマンド行
で設定したプロパティーが優先されます。

clnasdevice addを -iオプションと一緒に使用するとき、-f passwdfileオプション
を必ず指定してください。

-o {- | clconfigfile}
--output={- | clconfigfile-}
--output {- | clconfigfile-}

clconfiguration(5CL)のマニュアルページで定義されている形式で、NASデバイ
ス構成情報を記述します。この情報は、ファイルまたは標準出力 (stdout)のどち
らにでも書き込むことができます。標準出力を指定するには、ファイル名の代わ
りに -を指定します。
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-p name=value[,…]
--property=name-=value-[,...]
--property name- value-[,...]
あるNASデバイスタイプに固有のプロパティーを指定します。

注 – Oracleの Sun StorageTek製品のNASデバイスのプロパティーは指定しませ
ん。このデバイスにはプロパティーがないため、 setサブコマンド
と、-f、-p、および -uオプションは適用されません。

addサブコマンドを使用して新しいNASデバイスをクラスタ構成に追加する場合
は、このオプションを指定する必要があります。setサブコマンドでNASデバイ
スのプロパティーを変更する場合も、このオプションを指定する必要がありま
す。詳細は、-tオプションの説明を参照してください。

-t nas-device-type
--type=nas-device-type
--type nas-device-type

NASデバイスタイプを指定します。このオプションは、NASデバイスをOracle
Solaris Cluster構成に追加するときに指定してください。NASデバイスタイプ
は、ベンダー名で指定します。たとえば、Oracle Sun StorageTekのNASデバイスタ
イプは sunです。

異なるタイプのNASデバイスには異なるプロパティーがあるか、またはプロパ
ティーがまったくない場合もあります。

sun Oracle Sun StorageTekのNASデバイスを指定しま
す。

注 – sunNASデバイスのプロパティーは指定しませ
ん。このデバイスにはプロパティーがないため、
setサブコマンドと、-f、-p、および -uオプション
は適用されません。

sun_uss -p userid=osc_agent [-f passwd-file] または -u

userid [-f passwdfile]

useridは osc_agentでなければなりません。sun_uss

を使用する前に、クライアントコードをダウン
ロードし、すべてのクライアントノードにインス
トールする必要があります。この osc_agent userid

は、デバイスでいずれかのワークフローを実行する
と作成されます。useridは、useridを入力として受け
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取る clnasdeviceサブコマンドを使用する前にデバ
イスで作成されている必要があります。

useridとパスワードプロパティは必須です。

-p "nodeIPs{node}"=[IP]

このプロパティーは、各ノードの IPを指定しま
す。クラスタノード名の IPとは異なる IPを使用し
てNASデバイスにアクセスする場合、nodeIPsnode
プロパティーを使用してこの IPを指定できます。こ
のプロパティーは省略可能です。IPを指定しない場
合は、クラスタノード名の IPが使用されます。これ
らの IPは、NASデバイス上のプロジェクトの NFS

Access Modeで指定された IPと一致する必要があり
ます。

プロパティーの値を指定しない場合 (例: -p "nodeIPs{
node}"=)、指定したノードの IPがクラスタ構成から
削除され、クラスタノード名の IPが使用されます。

sun_uss NASデバイスとそのプロジェクトを追加す
る前に、必要な設定を行う必要があります。この設
定作業には、クライアントコードのダウンロードと
クラスタノードへのインストールが含まれます。デ
バイスで Configure for Oracle Solaris Cluster NFS

ワークフローを実行して、userid osc_agentとそのパ
スワードを作成します。プロジェクトを作成
し、Share Modeを noneまたは read-onlyに設定しま
す (read-writeモードもサポートされていますがお勧
めしません)。NFS Access Mode では、ネットワーク
概念を使用し、クラスタノードの IPに対する
read-writeアクセスを付与する必要があります。

netapp Network Appliance社のNASデバイスを指定しま
す。Network Appliance社のNASデバイスには、次の
プロパティーがあります。このプロパティーは、add

サブコマンドを使用してNASデバイスを追加する場
合に必要です。

-p userid=userid [-f passwdfile]

または

-u userid [-f passwdfile]
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useridは、クラスタがNASデバイスで管理作業を実
行するときに使用するユーザー IDです。useridをデ
バイス構成に追加するときには、対応するパス
ワードを入力するように求められます。パスワード
は、テキストファイルに格納しておき、-fオプ
ションで指定してもかまいません。

NASデバイスとそのエクスポートされたディレクトリをクラスタ構成に追加する
前に、次に示す手順を実行しておく必要があります。
■ NASデバイスを設定します。
■ ディレクトリを設定し、クラスタノードに利用可能にします。
■ NASデバイスで管理作業を実行するときに使用するユーザー IDとパスワード
を決定します。

また、NASデバイスは起動され、動作している必要があります。netapp NASデバ
イスのサポートをクラスタに提供するには、さらに、Network Appliance社が提供
する必要なソフトウェアモジュールをインストールしてください。また、Network
Appliance社のNASデバイス用に iSCSIライセンスが有効でなければなりませ
ん。サポートモジュールの入手方法については、『Oracle Solaris Cluster With
Network-Attached Storage Devices Manual』を参照してください。

-u userid
--userid=userid
--userid userid

NASデバイスにログインするのに使用するユーザー IDを指定します。

注 – Oracleの Sun StorageTekのNASデバイスのプロパティーは指定しません。この
デバイスにはプロパティーがないため、 setサブコマンドと、-f、-p、および -u

オプションは適用されません。

クラスタは、ログインし、デバイス上で管理処理を実行するために、ユーザー ID
を把握する必要があります。

あるいは、-pオプションでもユーザー IDを指定できます。詳細は、-pオプ
ションを参照してください。

このオプションを一緒に指定できるのは、addおよび setサブコマンドだけです。

-V

--version
コマンドのバージョンを表示します。

このオプションには、サブコマンドやオペランドなどのオプションは指定しない
でください。サブコマンドやオペランドなどのオプションは無視されます。コマ
ンドのバージョンが表示されます。ほかの処理は実行されません。
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-v

--verbose
詳細な情報を標準出力 stdoutに表示します。

-Z {zoneclustername | global | all}
--zoneclustername={ zoneclustername | global |all}

nas-device-typeが登録されている、処理するクラスタを指定します。

このオプションは、exportコマンド以外のすべてのサブコマンドでサポートされ
ています。

このオプションを指定する場合は、次のいずれかの引数も指定する必要がありま
す。

zoneclustername このオプションと一緒に使用するコマンドが、zoneclustername
という名前のゾーンクラスタ内でのみ、 nas-device-typeに対し
て指定されたすべてのコマンドで動作することを設定します。

大域 (global) このオプションと一緒に使用するコマンドが、グローバルクラ
スタ内でのみ、指定したすべての nas-device-typeに対して動作
することを設定します。

all グローバルクラスタ内でこの引数を使用すると、この引数と一
緒に使用するコマンドが、すべてのクラスタ内 (グローバルク
ラスタおよびすべてのゾーンクラスタを含む)で、すべての指
定した nas-device-typeに対して動作します。

ゾーンクラスタ内でこの引数を使用すると、この引数と一緒に
使用するコマンドが、そのゾーンクラスタ内でのみ、すべての
指定した nas-device-typeに対して動作します。

オペランド
次のオペランドがサポートされています。

nasdevice
NASデバイスの名前。NASデバイス名は、ネットワークで通信を行うためにNAS
デバイスが使用するホスト名です。NASデバイスと通信するために、クラスタは
NASデバイスのNASホスト名を知っておく必要があります。サブコマンドが複数
のNASデバイスを受け入れる場合は、プラス記号 +を使用して、すべてのNASデ
バイスを指定できます。addおよび add-dirサブコマンドの場合、プラス記号オペ
ランドは、指定された構成ファイルにあるすべてのNASデバイスを指定します。
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例

例 1 Oracle Sun StorageTekまたは Sun Storage 7000 Unified Storage SystemのNASデバイスをクラ
スタまたはゾーンクラスタに追加する

次の clnasdeviceコマンドは、ストレージシステム sunnas1を sunという構成に追加
します。

# clnasdevice add -t sun sunnas1

次の clnasdeviceコマンドは、ストレージシステム sunnas1を ZCというゾーンクラス
タ構成に追加します。

# clnasdevice add -Z ZC -t sun sunnas1

次の clnasdeviceコマンドは、タイプが sun_ussの Sun ZFS Storage Appliance
uss7110-01を構成に追加します。

# clnasdevice add -t sun_uss -p userid=osc_agent -f passwd-file uss7110-01

例 2 Network Appliance社のNASデバイスをクラスタまたはゾーンクラスタに追加する

次の clnasdeviceコマンドは、Network Appliance社のストレージシステム netapp1を
sunという構成に追加します。

# clnasdevice add -t netapp -p userid=root netapp1

Please enter password

次の clnasdeviceコマンドは、Network Appliance社のストレージシステム netapp1を
ZCというゾーン構成に追加します。

# clnasdevice add -Z ZC -t netapp -p userid=root netapp1

Please enter password

例 3 NASデバイスのディレクトリまたはプロジェクトをクラスタまたはゾーンクラスタに追
加する

次の clnasdeviceコマンドは、すでに構成されているNASデバイス sunnas1のエクス
ポートされた 2つのディレクトリをクラスタ構成に追加します。

# clnasdevice add-dir -d /export/dir1,/export/dir2 sunnas1

次の clnasdeviceコマンドは、すでに構成されているNASデバイス sunnas1のエクス
ポートされた 2つのディレクトリを ZCというゾーンクラスタに追加します。

# clnasdevice add-dir -Z ZC -d /export/dir1,/export/dir2 sunnas1

次の clnasdeviceコマンドは、すでに構成されているNASデバイスである sun_ussに
2つのプロジェクトを追加します。
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例 3 NASデバイスのディレクトリまたはプロジェクトをクラスタまたはゾーンクラスタに追
加する (続き)

# clnasdevice add-dir -d pool-0/local/nassa-pl,pool-0/local/nassa-p2 uss7110-01

例 4 クラスタまたはゾーンクラスタ構成からすべてのNASデバイスのディレクトリを削除す
る

次の clnasdeviceコマンドは、NASデバイス netapp1に属しているすべてのディレク
トリをクラスタ構成から削除します。

# clnasdevice remove-dir -d all netapp1

次の clnasdeviceコマンドは、NASデバイス netapp1に属しているすべてのディレク
トリをZCというゾーンクラスタ構成から削除します。

# clnasdevice remove-dir -Z ZC -d all netapp1

例 5 クラスタまたはゾーンクラスタからNASデバイスを削除する

次の clnasdeviceコマンドは、NASデバイス sunnas1と、残りのディレクトリがある
場合はそのディレクトリをすべて、sunというクラスタ構成から削除します。

# clnasdevice remove -F sunnas1

次の clnasdeviceコマンドは、NASデバイス sunnas1と、残りのディレクトリがある
場合はそのディレクトリをすべて、ZCというゾーンクラスタ構成から削除します。

# clnasdevice remove -Z ZC -F sunnas1

次の例は、nodeIPsプロパティーを更新する方法を示しています。

# clnasdevice set -p "nodeIPs{cluster-1}"= 10.155.55.145 -p

"nodeIPs{cluster-2}"=10.155.55.146 uss7110-01

次の例では、クラスタ構成から現在の IPの設定を削除して、クラスタノード名の IP
が使用されるようにします。

# clnasdevice set -p "nodeIPs{cluster-1}"= -p "nodeIPs{cluster-2}"= uss7110-01

例 6 クラスタに追加されていないNASデバイスプロジェクトを表示する

次の clnasdeviceコマンドは、クラスタにまだ追加されていないNASデバイスプロ
ジェクト名を表示します。

# clnasdevice find-dir uss7110-01

Nas Device: uss7110-01

Type: sun_uss

Unconfigured Project: nassa-p2

Unconfigured Project: nnassa-p1
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例 7 クラスタまたはゾーンクラスタに構成されているNASデバイスを表示する

次の clnasdeviceコマンドは、クラスタに構成されているすべてのNASデバイスの
名前を表示します。デバイスとそのディレクトリのリストを表示するには、詳細オ
プションか showサブコマンドを使用します。

# clnasdevice list

sunnas1

次の clnasdeviceコマンドは、ゾーンクラスタ ZCに構成されているすべてのNASデ
バイスの名前を表示します。デバイスとそのディレクトリのリストを表示するに
は、詳細オプションか showサブコマンドを使用します。

# clnasdevice list -Z ZC

ZC:sunnas1

次の clnasdeviceコマンドは、ゾーンクラスタ ZCに構成されているすべてのNASデ
バイスの名前を表示します。デバイスとそのディレクトリのリストを表示するに
は、詳細オプションか showサブコマンドを使用します。

# clnasdevice list -Z all

global:sunnas1

ZC:netapp1

例 8 NASデバイスとそのディレクトリまたはプロジェクトを表示する

次の clnasdeviceコマンドは、クラスタに構成されているすべてのNASデバイスの
名前に加えて、そのディレクトリのうち、クラスタに構成されているディレクトリ
を表示します。

# clnasdevice show -v

Nas Device: sunnas1.sfbay.sun.com

Type: sun

Userid: root

Directory: /export/dir1

/export/dir2

Nas Device: netapp2

Type: netapp

Userid: root

Directory: /export/dir1

/export/dir2

次の clnasdeviceコマンドは、ZCというゾーンクラスタに構成されているすべての
NASデバイスの名前と、クラスタ構成に含まれているディレクトリを表示します。

# clnasdevice show -Z ZC -v

Nas Device: ZC:netapp2

Type: netapp

Userid: root

Directory: /export/dir1

/export/dir2
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例 8 NASデバイスとそのディレクトリまたはプロジェクトを表示する (続き)

次の clnasdeviceコマンドは、クラスタに構成されているすべてのNASデバイスの
名前とプロジェクトファイルシステムを表示します。

# clnasdevice show -v -d all uss7110-01

Nas Device: uss7110-01

Type: sun_uss

Project: nassa-p1

File System: /export/nassa-p1/nassa-p1-fs1

File System: /export/nassa-p1/nassa-p1-fs2

File System: /export/nassa-p1/nassa-p1-fs3

Project: nassa-p2

File System: /export/nassa-p2/nassa-p2-fs1

File System: /export/nassa-p2/nassa-p2-fs2

属性
次の属性については、attributes(5)を参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWsczu

インタフェースの安定性 発展中

関連項目
Intro(1CL)、cluster(1CL)

注
スーパーユーザーはこのコマンドのすべての形式を実行できます。

任意のユーザーは次のサブコマンドとオプションを指定してこのコマンドを実行で
きます。

■ -?オプション
■ -Vオプション

スーパーユーザー以外のユーザーがほかのサブコマンドを指定してこのコマンドを
実行するには、RBACの承認が必要です。次の表を参照してください。
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サブコマンド RBACの承認

add solaris.cluster.modify

add-dir solaris.cluster.modify

export solaris.cluster.read

find-dir solaris.cluster.read

list solaris.cluster.read

set solaris.cluster.modify

remove solaris.cluster.modify

remove-dir solaris.cluster.modify

show solaris.cluster.read

SUNW.scalable_acfs_proxy(5)のマニュアルページ

名前
SUNW.scalable_acfs_proxyscalable_acfs_proxy - Oracle Solaris Clusterで管理される
Oracle Automatic Storage Management Cluster File System (Oracle ACFS)のリソースタイプ
実装

説明
SUNW.scalable_acfs_proxyリソースタイプは、Oracle Solaris Cluster構成内のOracle
ACFSファイルシステムを表します。このリソースタイプは、Oracle 11g release 2以降
の構成で使用するために導入されました。

注 – SUNW.scalable_acfs_proxyリソースタイプを使用するのは、クラスタにOracle
Grid Infrastructureを使用している場合のみです。

SUNW.scalable_acfs_proxyリソースタイプは、マルチマスターリソースタイプで
す。このタイプの単一のリソースは、複数のノード上で同時に実行できます
が、ネットワーク負荷分散は使用しません。

SUNW.scalable_acfs_proxyリソースは、それぞれ 1つのOracle ACFSファイルシステ
ムを表します。それぞれのOracle ACFSファイルシステムは、インスタンスが実行さ
れているノード上で acfs_mountpoint拡張プロパティーの値により一意に識別されま
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す。Oracle ACFSファイルシステムをマウントできるのは、そのファイルシステムと
同じクラスタノードでOracle ASMディスクグループがマウントされている場合だけ
です。これらの要件を確実に満たすために、Oracle ACFSファイルシステムプロキシ
リソースを次のように構成します。

■ Oracle ACFSプロキシリソースグループとOracle ASMディスクグループプロキシ
リソースグループの間に強い肯定的なアフィニティーを作成します。

■ Oracle ACFSファイルシステムプロキシリソースとOracle ASMディスクグループ
プロキシリソースの間にオフラインリスタートの依存関係を作成します。

Oracle ACFSファイルシステムは、汎用的なファイルシステム用、またはOracle
データベースのホームファイルシステムとして作成できます。これらの依存関係と
アフィニティーは、Oracle Solaris Clusterデータサービスで管理されるいずれかのア
プリケーションのOracle ACFSプロキシリソースを構成するときに作成します。

Oracle ACFSファイルシステムを使用するアプリケーションのOracle Solaris Clusterリ
ソースを構成して、次の関係を設定します。

■ 対応するOracle ACFSファイルシステムプロキシリソースに対するオフラインリ
スタートの依存関係

■ Oracle ACFSプロキシリソースグループとそれが属するリソースグループの間の強
い肯定的なアフィニティー

Oracle Solaris Clusterで管理されるアプリケーションによって使用されるOracle ACFS
ファイルシステムごとに、Oracle Clusterwareの停止トリガーリソースを作成しま
す。このリソースを作成するときは、ハードスタート依存関係とプルアップス
タート依存関係、およびOracle Clusterware ACFSに対するハードストップ依存関係を
設定する必要があります。

このリソースタイプのインスタンスを登録および作成するには、Oracle Solaris Cluster
の次の保守コマンドのシーケンスを使用します。

■ このリソースタイプを登録する場合は、clresourcetypeコマンドを使用します。

■ このリソースタイプのインスタンスを作成する場合は、clresourceコマンドを使
用します。

Oracle ACFSファイルシステムをゾーンクラスタで使用できるようにするに
は、ゾーンクラスタのルートパスの下でマウントパスを構成します。このファイル
システムをゾーンクラスタに追加するには、clzoneclusterコマンドを使用します。

Oracle Solaris Clusterで管理されるアプリケーションでゾーンクラスタのOracle ACFS
ファイルシステムを使用できるようにするには、次の作業を行います。

■ 大域ゾーンで SUNW.wait_zc_bootリソースを作成し、ZCNameプロパティーを
ゾーンクラスタの名前に設定します。
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■ ゾーンクラスタで SUNW.scalable_acfs_proxyリソースを作成
し、SUNW.wait_zc_bootリソースグループに対する強い肯定的なアフィニティーを
設定します。

■ SUNW.wait_zc_bootリソースのOracle Clusterwareプロキシリソースを作成します。
■ SUNW.wait_zc_bootリソースのOracle Clusterwareプロキシリソースに対するOracle

ACFSリソースからのハードスタート依存関係を追加します。

標準プロパティー
すべての標準リソースプロパティーの詳細は、r_properties(5)のマニュアルページ
を参照してください。

このリソースタイプには、次のような標準リソースプロパティーが優先指定されま
す。

Init_timeout

最小 60

デフォルト 300

Fini_timeout

最小 60

デフォルト 300

Prenet_start_timeout

最小 60

デフォルト 300

Post_stop_timeout

最小 60

デフォルト 300

拡張プロパティー
SUNW.scalable_acfs_proxyリソースタイプの拡張プロパティーは次のとおりです。

acfs_mountpoint

このプロパティーは、Oracle ACFSファイルシステムのマウントポイントを指定し
ます。

データ型 文字列

デフォルト デフォルトは定義されていません。

最小の長さ 1
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チューニング可能 無効時

debug_level

注 – Oracle ACFSプロキシリソースが発行するすべての SQL*Plusメッセージ
は、/var/opt/SUNWscor/oracle_asm/message_log${RESOURCE}ログファイルに書き
込まれます。

このプロパティーは、Oracle ACFSプロキシのモニターからのデバッグメッセージ
が記録されるレベルを示します。デバッグレベルを引き上げると、次のよう
に、システムログ /var/adm/messagesにより多くのデバッグメッセージが書き込ま
れます。

0 デバッグメッセージなし

1 関数の開始および終了メッセージ

2 すべてのデバッグメッセージおよび関数の開始/終了メッセージ

リソースをマスターできる各ノードには、debug_level拡張プロパティーのそれぞ
れ異なる値を指定できます。

データ型 整数

範囲 0–2

デフォルト 0

チューニング可能 すべての時刻

proxy_probe_interval

このプロパティーは、このリソースがプロキシとして機能しているOracle ACFSリ
ソースの検証間隔を秒単位で指定します。

データ型 整数

範囲 5–300

デフォルト 30

チューニング可能 すべての時刻

proxy_probe_timeout

このプロパティーは、このリソースがプロキシとして機能しているOracle ACFSリ
ソースのステータスを確認するときにプロキシモニターが使用するタイムアウト
値を秒単位で指定します。

データ型 整数

範囲 5–120

デフォルト 60
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チューニング可能 すべての時刻

例

例 9 scalable_acfs_proxyリソースを作成する

この例では、2ノードクラスタ上で scalable_acfs_proxyリソースを作成する次の処
理を実行するコマンドを示します。

1. SUNW.scalable_acfs_proxyリソースタイプを登録する

2. acfs-rgリソースグループを作成し、リソースとグループの間のアフィニ
ティーを設定する

3. オフラインリスタート依存関係を設定して acfs-rsリソースを acfs-rgリソース
グループに追加し、いずれかのOracle ACFSファイルシステムの acfs_mountpoint

拡張プロパティーを設定する

この例では、次のように仮定します。

■ bashシェルを使用します。
■ asm-dg-rgという名前のリソースグループが存在し、そのグループには asm-dg-rs

という名前の SUNW.scalable_asm_diskgroup_proxyリソースタイプが含まれます。
■ Oracle ACFSファイルシステムのマウントポイントは /acfs_mountです。

phys-schost-1# clresourcetype register SUNW.scalable_acfs_proxy

phys-schost-1# clresourcegroup create -S \

-p rg_affinities=++asm-dg-rg \

acfs-rg

phys-schost-1# clresource create -g acfs-rg \

-t SUNW.scalable_acfs_proxy \

-p acfs_mountpoint=/acfs_mount \

-p resource_dependencies_offline_restart=asm-dg-rs \

-d acfs-rs

phys-schost-1# clresourcegroup online -M acfs-rg

phys-schost-1# clresource enable acfs-rs

属性
次の属性については、attributes(5)を参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWscor
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関連項目
clresource(1CL), clresourcegroup(1CL), clresourcetype(1CL)

『Oracle Solaris Clusterソフトウェアのインストール』

SUNW.scalable_acfs_proxy(5)のマニュアルページ

付録 67

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E18728&id=SCREFMANclresource-1cl
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E18728&id=SCREFMANclresourcegroup-1cl
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E18728&id=SCREFMANclresourcetype-1cl
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24893&id=CLUSTINSTALL


68


	Oracle® Solaris Cluster 3.3 5/11 リリースノート
	はじめに
	UNIX コマンド
	表記上の規則
	関連マニュアル
	ドキュメントとサポート
	Oracle ソフトウェアのリソース
	問い合わせについて

	Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11 リリースノート
	Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11 ソフトウェアの最新情報
	クラスタ検証ツールとしての cluster check コマンドの機能拡張
	NAS デバイスとしての Sun ZFS Storage Appliance に対するフェンシングのサポート
	クラスタファイルシステムとしての Oracle ACFS のサポート
	ZFS を使用した HAStoragePlus によるゾーンクラスタのループバックマウントのサポート
	Oracle 11g リリース 2 の HA-Oracle および Oracle RAC に対する構成ウィザードのサポート
	IP アドレスがないゾーンクラスタのサポート
	SWIFTAlliance Access 7.0 および SWIFTAlliance Gateway 7.0 のサポート

	制限
	クラスタファイルシステムとしての Oracle ACFS
	Veritas Volume Manager のクラスタ機能のサポートの廃止

	このリリースで変更されたコマンド
	製品名の変更
	互換性に関する情報
	rename(2) を呼び出して Oracle ACFS ディレクトリの名前を親ディレクトリと同じ名前に変更するとノードパニックが発生する (11828617)
	パニック (uadmin 5 1) 障害の注入後にノードで Oracle Clusterware を起動できない (11828322)
	Oracle ACFS によるクラスタ化された fcntl に対するサポートが必要 (11814449)
	非大域ゾーンに Oracle ASM が存在する場合に Oracle ACFS を起動できない (11707611)
	Oracle Solaris Cluster プロジェクトの共有ワークフローで r/w プロジェクトの下にあるすべての共有を返す必要がある (7041969)
	startsrv が実行されていないと SAP startsap でアプリケーションインスタンスを起動できない (7028069)
	ファイバチャネルまたは iSCSI を介して Sun ZFS Storage Appliance を定足数デバイスとして使用する場合の問題点 (6966970)
	ZFS ルートでの Live Upgrade の実行後、クラスタゾーンが起動しなくなる (6955669)
	Solaris ボリュームマネージャーの GUI

	アクセシビリティーに関する情報
	サポート対象製品
	データサービス
	ファイルシステム
	Oracle Solaris 10 SPARC 版
	Oracle Solaris 10 x86 版

	メモリーの要件
	Oracle Solaris オペレーティングシステム
	Oracle VM Server for SPARC
	Sun Management Center
	Sun StorageTek Availability Suite
	ボリュームマネージャー
	Oracle Solaris 10 SPARC 版
	Oracle Solaris 10 x86 版


	製品のロケール設定
	既知の問題点とバグ
	管理
	Failover_mode が SOFT に設定されている場合、公開インタフェースで障害が発生したときにリソースグループがフェイルオーバーされない (7038727)
	ゾーンクラスタでリソースタイプ SUNW.scalable_acfs_proxy を登録できない (7023590)
	再起動時に Oracle の SPARC T3-4 が失敗する (6993321)
	ゾーンクラスタをホストする最後のノードを削除してもクラスタ構成からゾーンクラスタが削除されない (6969605)
	/dev/rmt が指定されていないことが原因で、ポリシーが pathcount のときに誤った予約情報が使用される (6920996)
	値を prefer3 に変更したときに global_fencing プロパティーコードが壊れる (6879360)
	ハイブリッド I/O を持つ LDoms で自動検出が機能しない (6870171)
	複製されたデバイスグループのステータスが原因で切り替えが失敗する場合、EMC SRDF および Hitachi TrueCopy で切り替えが拒否される (6798901)
	スケーラブルなリソースを LB_STICKY_WILD 負荷分散ポリシーを使用して構成すると clsetup が失敗する (6773401)
	クラスタ構成からノードを削除すると、ノードパニックが発生することがある (6735924)
	クラスタノードで Solaris Security Toolkit が構成されている場合、scstat -i を実行すると RPC バインド障害エラーが発生する (6727594)
	DID の結合時にさらなる検証確認が必要 (6605101)
	Solaris Cluster Manager が 16 ノードのクラスタで表示されない (6594485)

	データサービス
	ゾーンクラスタの再起動後、RGM の再設定を行わずにリソースグループを作成すると、RGM の内部の状態に矛盾が生じる (7041222)
	スクリプトがないために Apache Tomcat が起動しない (7022690)
	ディスパッチャーを強制終了したあとに同じノードで SAP Web Application Server のプライマリインスタンスをオンラインにできない (7018400)
	クラスタファイルシステムによりスケーラブルなリソースグループ内で構成された HAStoragePlus リソースが「起動中」状態のままになる (6960386)
	データベースリスナーに到達できない場合にゲートウェイの検証でピンポン現象が発生する (6927071)
	スケーラブルなアプリケーションがゾーンクラスタ間で切り離されない (6911363)
	clnas add コマンドまたは clnas remove コマンドを複数のノードで同時に実行すると問題が発生する可能性がある (6791618)
	clresourcegroup add-node により HAStoragePlus リソースが Faulted 状態になる (6547896)

	開発者環境
	PMF 以外のサービスの停止メソッドで GDS から誤った終了状態が返される (6831988)

	インストール
	Ops Center エージェントの JavaDB データベースに対応する既存のパッケージが installer で削除される (6956479)

	ロケールの設定
	システム要件確認の結果が正しくない (6495984)

	実行時
	vucmm フレームワークで構成された複数所有者の Solaris ボリュームマネージャーディスクセットのステータスが cldevicegroup で常に ″offline″ と表示される (6962196)
	関係がない IPMP の停止が原因で ssm_start が失敗する (6938555)

	アップグレード
	アップグレード後、ip-type=exclusive であるゾーンが、SUNW.LogicalHostname リソースをホストできない (6702621)


	パッチと必須ファームウェアのレベル
	Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11 コアパッチの適用
	Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11 コアパッチを適用する方法

	Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11 コアパッチの削除
	Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11 コアパッチを削除する方法

	パッチ管理ツール
	Sun StorageTek 2530 アレイのクラスタサポート用パッチ
	My Oracle Support

	Oracle Solaris Cluster 3.3 5/11 のドキュメントセット
	ドキュメントに関する情報
	マニュアルページ
	clnasdevice(1CL)
	clzonecluster(1CL)
	SUNW.oracle_server(5)
	SUNW.scalable_acfs_proxy(5)



	付録
	clnasdevice(1CL) のマニュアルページ
	名前
	形式
	説明
	サブコマンド
	オプション
	オペランド
	例
	属性
	関連項目
	注

	SUNW.scalable_acfs_proxy(5) のマニュアルページ
	名前
	説明
	標準プロパティー
	拡張プロパティー

	例
	属性
	関連項目



